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サイ JK - シ 3 ット取扱説明書 

活用編•困ったとまは 

A 砖化 I 電気製おはま全のためのま意事項を守5ないと、 
批貢口 I 火災や人身事故になることびちりまず。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品 
の取り扱いかたをおしていまず。本書と別冊の「サイバー 
シヨッ ト 取扱説明書はじめにお読みください」をよくお読み 
のラえ、製品を巧全にお使いくださレ。お読みになったあとは、 
いつでち見られるところに必ず保管して<ださい。 
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サイパーショットを 

使いこなそラ 
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メニューを使ラ 


セツトアップ画面を使ラ 


パソコンで楽しむ 



夕 


r はじめにお読みください」（別冊） 

本機を使ラための準備と、基本的な撮 
影‘再生のち法を説明しています。 


E 困ったと走は 
f 如他 
0^索引 
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サイバーシヨツトを楽しむために 


まずは準摘をして、簡勘こ撮影しよう 



別冊 n まじめにお読み < ださい J 

1バッテリーを充電する 
2電源を入れ、時計を含わせる 
3 <モリースティック"(別売 0) を入れる 

4用途に音わせて画像サイズをまめる 
5簡単に撮る(才ート撮影) 

場面に含わせて静止画を撮る(シーンセレクション) 
6画像を見る/削除する 


本書では、 一別冊「はじめに J とご案内していまず。 


かし慣れた6、本機の機能を ffi いこなそ5 




‘お好みの設定で撮影する（プ□グラムオート撮影/ 
マニュアル露出撮影）一21ページ 

‘ メニューを使って、さまざまな撮影/再生を楽しむ 
一23ぺージ 

‘本機のお買い上げ時の設定を変える 一^41ページ 


さ6に、パソコンやプリンターとつないで楽しち5 




‘画像をパソコンに取り込んで活用 
一51ぺージ 

‘本機をプ U ンターに直接つないでプ U ント 
( Pic 旧 ridge 对応プリンターのみ） 

一66ぺージ 
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おほいになる前に化ずお読み < ださい 


本機で使用できる"メモリースティッ 
ク"（別売り） 

本機で使巧するに記録メディアは"メモ 
U— スティック’’ （—Memory Stick") で 
ず。"メモリースティック’のサイズには 
2種類あります。 

"メモリースティック"：本機で使用 
可能でず。 


"メモリースティックデュオ"：メモ 
リースティックデュオアダプターに 
入れて、本機で使用可能でず。 



メモ IJ ースティック 
デュオアダプター 


• — ><モ|」ースティック"について詳しく 
は、88ページをご覧ください。 

InfoLITHIUM (インフォリチウム） 

バッテリーについてのごミ主意 

• 初めてお使いになるとをは、付属のバッテ 
リー NP-FR1 を必ず充電してください。 
卜就冊「はじめに手順 1) 

•バッテ U —を使い切らない状態でち充電で 
をます。また充電び完了しなくてち途中ま 
で巧電した容量分はお使いいただけます。 

•バッテ U —を長持ちさせるために、長時間 
使用しない場合は、本機で使い切った媛、 
バッテ U —を取りはずして湿度の低い涼し 
し'!場所で保富してください (9 日ぺージ)。 

• InfoLITHIUM (インフオ U チウム）バッテ 
U- について詳しくは、9日ぺージをご覧く 
ださい。 


力ールツァイスレンズ搭載 

本機はカールツァイスレンズを搭載し、 
シャープで、コントラストび良い画儘を作り 
だすことを可能にしました。本機巧に生産さ 
れたレンズは、ドイツカールツァイスの品 
質基準に基づき、カールツァイスによって認 
定された品質保証システムにより生産されて 
います。 

AC アダプターに関するごま意 

• AC アダプターの DC プラグを金属類で 
ショートさせないで<ださい。故障の原因 
になります。 

• AC アダプターの DC プラグを巧れたまま 
使わないでください。汚れは乾いた綿棒な 
どで拭を取ってください。巧れたままご使 
巧になると、正し<巧電されないことびあ 
ります。 

撮影内容の補償はでさません 

万一、力ラや記録メディアなどの不具合に 
より撮影や再生びされなかった場合、画像や 
音声などの記録内容の補償については、ご容 
赦< ださい。 

パックアップのおずずめ 

万一の誤消去や破損にそなえ、必ず予備の 
データコピー （バックアップ)をおとりくだ 
さい。 

録画•再生に際してのごま意 

• 本機は防じん、防滴、防水仕様ではありませ 
ん。「使用上のご注意」もご覧ください 
(91 ページ)。 

•必ず事前にためし撮りをして、正常に記録 
されていることを確認してください。 

• 本機を麗らさないでください。水滴び内部 
に入り込むと、故障の原因になるだけでな 
く、修理できなくなることもあります。 
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• 曰光および強い光に向けて本機を使用しな 
いでください。目に回復不可能なほどの障 
害をさたすおそれびあります。また、故障 
の原因になります。 

• 強力な電波を出すところや放射線のある場 
所で使わないでください。正しく撮影•再 
生びでさないことびありまず。 

• 砂やほこりの舞っている場所でのご使用は 
故障の原因になります。 

• 結露び起きたときは、結露を取り除いてか 
らご使用ください (91 ページ)。 

• 本機に振動や衝撃をちえないでください。 
誤作動したり、画儘び記録できなくなるだ 
けでな<、記録メディアび使えな<なった 
り、撮影済みの画儘データび壊れることび 
あります。 

• フラッシュの表面の巧れは取り除いてくだ 
さい。発光による熱でフラッシュ表面の巧 
れび変色したり、貼り付いたりすると、充分 
に発光でをない場合びあります。 

液晶画面、液晶ファインダー（搭載機 

種のみ)およびレンズについてのごま意 

• 液晶画面や液晶ファインダーは有効画素 
目 9.99%UI 上の非萬に精密度の高い技術で 
作られていますび、黒い点び現れたり、白や 
赤、青、緑の点び消えないことびありまず。 
これは故障ではありません。これらの点は 
記録されません。 

• あ晶画面や液晶ファインダー、レンズを太 
陽に向けたままにすると故障の原因になり 
ます。窓際や屋州こ置くときはご注意くだ 
さい。 

• 液晶画面を強く押さないでください。画面 
にムラび出たり、液晶画面の故障の原因に 
なります。 

• 章い場所で使ラと、画像び尾を引いて見え 
ることびありますび、故障ではありません。 

. 本機の可動式レンズ部をぶつけたり、無理 
な力をかけないよラご注意ください。 


画像の互換性について 

• 本機は、（社)電子情報技術産業協含 
(JEITA) にて制定された統一規格 
Design rule tor Camera File 
system" (DCF) に巧応しています。 

• 本機で撮影した画像の他機での再生、他機 
で撮影/修正した画像の本機での再生は保 
証いたしません。 

著作権について 

あなたびカメラで撮影したちのは、個人とし 
て楽しむほかは、着作権法上、権利者に無断 
で使用でをません。なお、実演や興業、展示物 
などの中には、個人として楽しむなどの目的 
びあってち、撮影を制限している場合びあり 
ますのでご注意ください。 


電波障害自主規制について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自を 
規制協議会 (VCCI) の基準に基づくクラス 
巨情報技術装置です。この装置は、家庭環 
境で使用することを目的としていますび、 
この装置びラジオやテレビジョン受信機 
に近接して使用されると、受信障害を引き 
起こすことびあります。取掘説明書に 
従って正しい取り扳いをしてください。 


本書中の画像について 

画像の例として本書に掲載している写真はイ 
メージです。本機を使って撮影したちのでは 
ありません。 

表。言語について 

本機の ニュー項目や警告などの表示は、曰 
本語のみに対応しております。 




奮 


ヴイソ1"—シヨッ トを使いこなそラ 

ステツプアツプのための基礎知識 


ピント 露お 色 



ここでは、サイバーシヨットを使いこなす 
ための基礎について説明します。 

本機に搭載されたを彩な機能は、モードダ 
イヤルに1ぺージ）や、メこュー (23 ぺ一 
ジ)などで使うことげでをます。 


ピント クリアな画像を撮るために 

本機はシャッターを半押しすることで、ピントを自動で合わせます(オートフォーカス)。 
シャツターを半押しする習慣をつけましよラ。 


半押しにして 

いさな0 ピントび 


押し込む 



合ってから 



点滅♦点巧 


押し込む 


ピピッ） 广 I 

:爆 A 

ド 、'; In 七 - 


ピントびうまく合わないときは：一[フオーカスプリセット]に7ページ） 

ピントを合わせても画像びクリアでないときは、手ぶれを起こしている場合げありま 
す：一^;欠の[手ぶれを起こさないためのヒント]をご覧 < ださい。 


手ぶれを起こさないためのヒント 

脇を締め、カメラをしっかり押さえてください。そばに木などびあれば寄りかか 
ると安定します。また、云脚の使用、暗い場所でのフラッシュの使用もおすすめし 
ます。 




露あ 光の量を調整して好みの画像を撮る 

露出と記録感度を調整することで、さまざまな仕上びりにすることびでをます。露出と 
はシャッターを切ったとさに取り入れる光の量のことです。 


露出： 




シヤツタースピード=光を取り入れる時間 
絞り =光の入□の大ささ 


ISO 感度 二記録側の感度 


圓 


露出 オーバー 
=光びをずぎる 

画面び白<なる 


露出が適正 


露出アンダー 
=光が少なずぎる 

画面び暗<なる 


本機は露出び適正になるよラに自動調 
整します(オート撮影時)び、政下の機能 
でお好みの状態に調整することびでを 
ます。 

[マニュアル露出]: 

シャツタースピードと絞りを手動調整 
一22ぺージ 

[EV 補正]: 

自動調節した露出を補正一26ぺージ 

[測光モード]: 

露出を自動調整する場所を変更 
一28ぺージ 


「シャツ タースピー ド J の特性 


r 絞り」の特性 ( F 値で設定） 


4 ^が 




* •ゾ 


ぶゴ 

全*。 -t 

SB 互百 さミ: 


三--'--こ。:塞^ 

- —• 


if ぐ .^ 


.Sr 


早くずる 遅くずる 

動さのあるちのび動をのあるちのび 
止まって見える。流れて見える。 


絞りを開く 絞0を閉じる 

ピントのをラ範囲 ピントのをラ範囲 
び前後に狭 < なる。び前後に広 < なる。 


サイパ—ショットを使いこなそラ 
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ステップアツプのための基礎知識(つヴを) 


に0感度の調整 

に0とは、光を受け取る撮像素テ(写真フィルムに相当する部分)の感度をあらわす単 
位です。同じ露出で撮影しても、設定によって仕上びる画像び変わります。 [ ISO ] 感度 
を調整一^30ページ 

に0感度び高い 

露出び足りない場所でも、明るめに記録することびできます。 

ただし、画像にざらつさび生じやすくなります。 

に0感度が低い 

ざらつさの少ない画像を撮ることびでさます。 

ただし、画像は暗めに記録されることびあります。 



e 光の影響について 

被写体の見た目の色は、その場の光の影響を受けます。 


例：同じ色が光の影響で違って見えます 


天候や照明 

晴れ 

V 

量り 

0 

壁光な 

電球 

曾 

i I It 


光の特性 

基準となる白 

青みびかる 

緑びかる 

ホみびかる 


本機はこの変化を適正にするように自動調整しますけート撮影時)び、[ホワイトバラ 
ンス]に9ページ)でお好みの色に調整することびでをます。 
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r 画素」と r 画像サイズ」について 


デジタル写真は r 画素（ピクセル)」といラルさな点び集まって作6れています。「画素」 
ををく使うと、写真は大きく、データ量は多 <、画面は精細になります。 r 画像サイズ」 
とはこの画素数を指し、本機の画面では違いはわかりませんび、プリントしたりパソコ 
ンの画面で見たとさに、写真の精細さやデータ処理時間に影響します。 


画素と画像サイズのイメージ 

-3072画素一^ 

t _① 

r _640画素^^ 


①画像サイズ： 7M 

3072 画素 X 2304 画素= 7077888 画素 
© 画像サイズ： VGA (E メール） 

640 画素 X 480 画素 =307200 画素 


用途にあわせてサイズを選ぶ(一 測撒/ 7 ぶじがに J 手/瞩 4) 

叩 をし、細密で、デ-夕^ 

I -1— I み心動'巧ぃ） • 



袋 


少ない (粗いび、デ ー 
夕量げかない） 


例： A 3 サイズまでの用紙 
に印刷する 


例：電テ;>< ールで送る 


お買い上げ時の設定は分で示しています。 



静止画画像サイズ 

分 

7M (3072 X 2304) 
(お買い上げ時の設定） 


3:2 (3072 X 2048) * 


己 M (2592 X 1944) 


3M (2048 X 1536) 


1M (1280X960) 


VGA (E メール） 

(640 X 48日） 


用途の例_ 

A3 サイズプ1」ントや A4 サイズ高精細プ IJ ントする場合 


A4 サイズプ1」ントや A 日サイズ高精細プ IJ ントする場合 


写真の L 判でプ U ントする場合 

よ0を < の画像を撮影する場合 
E メールへの画像添付やぶームページ作成用の場合 


* 写真の印画紙、ポストカードなどと同じく 3:2の横縦比で撮影します。 

画質(圧縮率)設定をあわせて使う （30 ページ） 

デジタル写真を保存するとをの圧縮率を変更することびでさます。圧縮率を高くすると 
写真の精細さは落ちますび、データ量はかなくなります。 


サイパ—ショットを使いこなそラ 


11 




各部のなまス 


カツコ内の数字はページ数。 


カメラ 




m POWER ボタン/ランプ(一測冊厂な 
じめに_!手順 2) 


回 シャツターがタン ir ^ 別冊りまじめ 
に J 手順 5) 


图フラッシュ 別冊「はじめに_!手順 

5 ) 

团マルチ接続端子(底面）巧日、目8、 73) 

固兰脚用ネジ巧(底面） 

• =脚を取り付けると去は、ネジの長さび 
5.5 mm 未満の兰刷を使ラ。ネジの長い 
=刷ではしっかり固定でをず、本機を傷 
つけることびあります。 

固マイク 

回ファインダー窓(一則挪厂なじめに7 
手順 5) 

图 た) b つタイマーランプ[一別冊「はじ 
めに _! 手順己) / AF イルミネーター 
(44) 

回レンズ 

圆 スピーカー （底面） 

因] AE / AF □ックランプ(緑） [一別冊 
「はじめに_!手順 5) 

圆ろ/チヤージランプ(オレンジ）（一測 
冊 r はじめに」手順 1) 

圆ファインダー (一別冊「はじめに _! 手 
順 5) 

圆液晶画面 (18) 

圆 Id (画面表示/液晶画面オン/オフ） 
ボタン （18) 

圆 MENU ボタン (23) 
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回コント□ールボタン 

メニューオン時： ▲/▼/◄/►/♦ い別冊 
「はじめに_!手順 2) 

メニューオフ時： 4/ 公/ぶ/留 い別冊 
「はじめに_!手順 5) 

モードダイヤル 「 M 」 時：シャッタース 
ピード/絞り値 (22) 

圆;; i :/ 命(画像サイズ/削除)ボタン 
別冊「はじめに」手順ん 6) 

圆モードダイヤルに 1) 

國撮影時：ズーム ( W / T ) ボタン い別冊 
r はじめに J 手順 5) 

再生時：巧/巧(再生ズーム)ボタン/ 
H (インデックス)ボタン(一測撒 
「はじめに_!手順 6) 

國 U ストストラップ取り付け部(一測 
冊 r はじめに f ) 

國バッテリー/ " X モリーステイッ 
ク"カバー 別冊「はじめに J 手順 
1、3) 

國 DC IN 端子カバー(一測挪厂なじめ 
に」手順 1) 

國 RESET ボタン (74) 

國 アクたスランブ(一別冊「はじめに j 
手順 4) 

國 DC \ W 端子(一別冊「はじめに」手順 
1 ) 

國バッテ U —取りはずしつまみ拐!/ 
冊 r はじめに」手順 1) 


j サイパ—シ m ット農いこなそラ 
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画面の表巧 


カツコ内の数字はページ数。 

静止画撮影時 


@60 分參回 口 M FINE 他 ] (li 
」 み J ちが /] 1 加 ’’ 4 〇 0 H 


1田@ 〇も 


1^ 

liso 400 j | 



動画撮影時 


則 


<m 60分 _ bJ 脚 >血¬ 
み スタンバイ 100:00:00 [00:28:25] 

I C :32;00 

囚駐__ 


か 

+ 


1-^ 
—— H 


间 ~母！ 口] _ 卜 2.0 ev ] ~ i ~四 


の 


表示 

意味 

如分 

バッテ1」一残量(一視脯 
「はじめに」手順 1) 

♦ 

AE/AF □ック(一知册厂が 
じめに」手順 5) 

哩 a 闘 

撮影モード(21、 30) 

ふそ WB 恭 
芦 'A み 

ホワイトバランスに 9) 

スタンバイ録画 

動画撮影/スタンバイ 
(一知邸厂な じめに」手順 5) 

J パお 

シーンセレクション(一►抑 

四 r お心 

&泌 

冊「はじめに j 手順 5) 

PM 

モードダイヤル (21) 


*がし 運） 

フラッシュモード(一測撒 
「はじめに」手順 5) 

WI - n — IT 

X 1.3 
曰 Ax 
因 Ax 

ズーム(一42、 別冊「は じめ 
に」手順 5) 

<§> 

赤目軽減 (43) 

の 

シャープネス巧 3) 

巧 

彩度 (32) 

3 

コントラスト巧 3) 

•;ON 

AF イル S ネーター （44) 

囚圆 

測光モード (28) 


ピクチャーエフェクト 
(32) 


回 


表示 

意味 

矣ィ ► 

マニュア J レ露出設定モー 
ド (22) 

ホ 

マク。い別冊「はじめに_! 
手順 5) 

S AF MAF 

AF モード (42) 

□田曲 n 

AF 測距枠表示 (27) 

1.0 m 

フオーカスプ U セツト値 

(27) 

♦ 戻る 
♦ 設定 

マニュアル露出に 2) 


图 


表示 

意味 

し M 墅し 5M 
□sivi Cilvi CvlsA 

mmm 

m 像巧イスい別冊「はじ 
めに J 手順 4) 

FINE STD 

画質 (3 日） 

恤 

記録フォルダ (4 目） 
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1 

">< モ IJ- スティック’’ 

鶏量 (19) 

00:00:00 

記録時間[最大記録可能時 

阳 0:28:0 引 

剧 （19) 

1/30" 

マルチ連写インターパル 
(32) 

400 

撮影残枚数 (19) 

の 

セルフタイマー い别冊 
「はじめに J 手順 5) 

C:32:00 

自己診断表示 (8 己） 

陋 

曰付/時刻表示 (43) 

ISO400 

ISO 感度 (30) 


表示 

意味 

JLi^ 

ヒストグラム（18、 26) 
•表示不能のとをは区]び 
表术されます。 

EDI 

NR ス□-シャッター 
に 2) 

125 

シャッタースピードに 2) 

F2.8 

絞り値に 2) 

+2.0EV 

EV 補正値 (26) 

I h I 一 I 附 PI A I b I I.J l> 

(左の画面イ 
ラストには出 
ていません） 

メニュー/ガイド ニュー 

(23) 


表示 

意味 

'姐 

手ぶれ警告 (8) 

• 手ぶれのため、をれいに 
画像び撮れないことをお 
しています。表示されて 
いても、撮診は可能です 
び、光量を増やすために 
フラッシュを使ったり、 

^脚を使ラことをおすす 
めします。 

巧 

バッテ U —プ U エンド 
(20) 

+ 

スポット測光照準 (28) 


AF 測距枠 (27) 


j サイパ—シ m ット雲いこなそラ 
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画面の表示(ごヴを) 


静止画再生時 



の 


表示 

意味 

@卽分 

バッテ U 一 残量(_^巧/册 
「はじめに」手順 1 ) 

巳 7 M m し sivi 

GIvi Cv'ga 

酬酬 am 

mi 象サイスい別冊「はじ 
めに」手順 4 ) 

哩圖 

撮影モード(21、 30) 

► 

巧もい别拙「はじめに j 手 
順 6) 

音量 will ■ 1 

音量い別冊「はじめに_!手 
順 6) 

0 —n 

プロテクト (35) 

皆 

プ I 」ント予約マーク （71) 

巧田 S 9 

フオルダ移動巧 4) 

CU 1.3 

X-lx い別冊「はじめに J 
手順 6) 

コマ再生 

12/16 

コマ再生 (3 日） 


回 


表示 

意味 

101-0012 

フオルダ-ファイル番号 
(34) 


再生バー い別冊「はじめ 
に」手順 6) 


图 


表示 

意味 

が 

円な Bridge 接続 (68) 

►SEU 

記録フォルダ (46) 


再生フォルダ (34) 

I 

">< モ U - スティック’’ 

鶏量 (19) 

8/812/12 

画像番号/再生フォルダ巧 
画像枚数 

C :32:00 

自己診断表示 (8 己） 

00:00:12 

カウンター (19) 


团 


表示 

意味 


マルチ端子専用ケーブル 
损を禁止(目 9) 

+2.0 EV 

EV 補正値 (26) 

晩 400 

ISO 感度巧日） 

囚画 

測光モード (28) 

ろ® 

フフツンユ 

山州己み： 

A ん 

RI 1 JB 

ホワイトバランス (29) 

加0 

シャッタースピード (22) 

F 2.8 

絞り値 (22) 


再生画像(一^別棚 r はじめ 
に」手脹 6) 





固 


表示 

意味 


ヒストグラム（18、 26) 

•表お不能のとをは回び 
表おされます。 

200511 

画像の記録曰付 (43) 

I Hi I 一 IWflfl & 1 In 1 1 指 

メニュー/ガイドメニュー 

(23) 

ィ巧ドル/ツ 
ギへ 

前後の画儘を表示 

壬オン IJ ヨウ 

音量調節 


サイパ—シ3ット農いこなそラ 
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面面表示を切り換える 


Ol 個面表示/液晶画面オン/オフ）ボタ 
ンを押すたびに、液晶画面の表示び政下 
のよラに切り換わります。 


ヒストグラム表示オン 

再生時は画儘情報ち 
表 W 


s 曲讨 

■1 

Iroi 

成 

嘴圏 

n 

画面表のオフ 

p. 

齡 G 


ヒストグラム 
(26 ぺージ） 


液晶画面オフ 

画面表示オン 



• 他機で撮影した画儘はヒストグラムび表示 
されないことびあります。 

• あ晶画面オフのとをは、デジタルズームは 
働去ません (42 ページ)。 AF モードは[シン 
グル A 円になります (42 ページ)。4(フラッ 
シュモード）/公(セルフタイマー)/度(マク 
□) を押すと液晶画面に画儘び約2秒間表 
おされます。 


• 下記の場合、ヒストグラムは表示されません。 
-撮診時：メニュー表示時/デジタルズーム 
領域での撮影時/画像サイズび [3:2] のと 
を/動画時 

-再生時：メニュー表示時/インデックス再 
生時/拡大再生時/マルチ達写再生時/静 
止画回転時/動画時 

• 撮影時と再生時のヒストグラムは、下記の 
とを大をく異なります。 

-フラッシュ発光したとを 
-シャッタースピードび遅い、速いとき 
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静止画の記録可能枚数と動画の記録時囲 

本機でフォーマットした"メモリースティック"に記録できる撮影枚数、時間の目ま 
はなのとおりです。記歸枚数/時間は撮影状況によって異なる場合びあります。 


静止画の記録枚数(画質上段：[ファイン]、下段[スタンダード])(単位：枚) 


-、、、、.、、容量 

サイズ\ 

32MB 

目 4MB 

128MB 

256MB 

512MB 

1GB 

2GB 

7M 

9 

18 

37 

67 

137 

279 

573 

18 

36 

73 

132 

268 

548 

112己 

3:2 

9 

18 

37 

67 

137 

279 

573 

18 

36 

73 

132 

268 

548 

1125 

己 M 

12 

25 

己1 

92 

188 

384 

789 

23 

48 

96 

174 

354 

723 

1482 

3M 

20 

41 

82 

148 

302 

617 

1266 

37 

74 

149 

264 

537 

1097 

2250 

1M 

50 

101 

202 

357 

726 

1482 

3038 

93 

187 

376 

649 

1320 

2694 

5己24 

VGA 
(E メール） 

196 

394 

790 

1428 

2904 

5928 

12154 

491 

985 

1975 

3571 

7261 

14821 

30385 


• 撮影モードび[通萬撮影]のとをの枚数。 

• [マルチ連写]の画儘サイズは、 1M となります。 

• 静止画の撮該殘枚数び9999枚より多いときは、「>9999」と表示されます。 
•撮影した画像サイズをあとで変更できます （[U サイズ]、37ページ)。 

動画の記録時間(時：分：秒） 


、、、人 容量 

サイズ\ 

32MB 

64MB 

128MB 

256MB 

512MB 

1 G 巳 

2GB 

640 

(フアイン） 

- 

- 

- 

0:02:57 

日:腑02 

0:12:20 

0:25:18 

640 

(スタンダード） 

0:01:27 

0:02:56 

0:05:54 

0:10:42 

0:21:47 

0:44:27 

1:31:09 

160 

0:22:42 

0:45:39 

1:31:33 

2:51:21 

5:47:0己 

11:44:22 

24:18:2己 


• [640 (ファイン)]は、"メモリースティック PRO" のみに記録できます。 

• 画儘サイズ‘画質については、11ページをご覧ください。 

• 当社の従来モデルで撮影した画儘を再生すると、実隙の画像サイズと異なって表示されます。 


サイバ—シヨットを使いこなそラ 
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パッテリー使用時囲と撮露/再生枚数 


下の表は撮影モードを[通常撮影]にし、 
満充電した付属のバッテリーで温度 
25での環境で使用した場合の目をです。 
また、撮影/再生枚数は";><モリース 
ティック"を交換しなびら撮影/再生し 
たとをの目まです。ご使用の状況によつ 
て記載よりかない数値になる場合びあ 
ります。 

• 使用回数や経年変化により、バッテ U —容 
量は低下します (90 ページ)。 

• 次のよラな場合は使巧時間と撮影/再生枚 
数は、表示よりをかなくなります。 

"周囲び低温のとを 
-フラッシュ使用時 
-電源の入/切を繰り返したとを 
-ズームを 多用したとを 
- [ LCD バックライト]び[明]のとを 
- [ AF モード]び[モニタリング]のとき 
-バッテ U —の容量び低下したとさ 


静止画撮影時 


液晶画面 

撮穀 枚数 

使用時間 

オン 

約370枚 

約185分 

オフ 

約5日0枚 

約25日分 


静止画再生時 


再生枚数 

使巧時間 

約820日枚 

約41日分 


• 約3砂ごとにシングル画面で順番に再生し 
た数値。 

動画撮影時 


液晶画面オン 

液晶画面オフ 

約160分 

約220分 


• 画像サイズび [160] で連続撮影した数値。 


• 撮影時の数値は！;(下の設定で撮影した数 
値。 

- [< り（画質）：[ファイン] 

- [ AF モー问：[シングル] 

一 3日秒ごとに1回撮影 
-1回ごとにズームを W 側、 T 側に交互に 
いっぱいにする 

- 2回に1度、フラッシュを発光する 
-1日回に1度、電源を入/切する 
• 測定方法は CIPA 規格による。 

CCIPA ： カメラ映像機器工業会 、 Camera 
& Imaging Products Association ) 

• 画像サイズによって撮影枚数び変化するこ 
とはありません。 
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モードダイヤルをほいこなそラ 

モードダイヤルを、操作したい機能に合わせて設定します。 


モードダイヤル 



コント□ールボタン [ S : 再生/編集 


^別冊「はじめに」手順6 


静止画撮影モード 
〇 :静止画オート撮影 

自動設定で簡単に撮影できます。 一別冊「はじめに_!手順5 

SCN ： シーンセレクション 

あらかじめ、撮影状況に含わせて用意された設定で撮影でをます。 

別冊「はじめに j 手順5 

P : プ□グラムオート撮影 

露出（シャッタースピードと絞り）は本機び自動設定します。また、メこュー 
で多彩な機能を設定でをます。（使用可能な機能について一^24ページ） 

M : マニュアル露出撮影 

露出(シャッタースピードと絞り）を手動設定します (22 ぺージ)。 

また、メニューで多彩な機能を設定でをます。 

(使用可能な機能について一24ぺージ） 


サイパ—ショットを使いこなそラ 








モードダイヤルを使いこなそラ（つヴき) 


露出を手動調節ずるには(マニュアル露出） 

® モードダイヤルを 「 M 」 にした状態で、コント□ールボタン中央の♦を押す。 
画面左下の r 設定」び「戻る」に変わり、マニュアル露出設定モードになる。 

@コント□-ルボタンを使って調節する。 

絞り （ F 値） 

シャッタースピード 


r 戻る J 
絞0値 


シャッタースピード 

絞りは、下記から選べます。 

-ズームび W 側いっぱいのときは、 F 2.8 または F 己.6 
-ズームび T 側いっぱいのとをは、 F 5.2 または F 1 日 
シャッタースピー円ま、1/1000秒から3日秒の範囲で選べます。 

設定した値と本機び判断した適正露出の差び画面上に EV 値に目ページ)で表示されます。 

日 EV び本機び最適と判断した値です。 

③撮影する。 

•クイックレビュー、近接(マクロ）撮影、セルフタイマー撮影、フラッシュモード選択をするに 
は、手順®の棲に、中央の♦を押し、マニュアル露出設定モードを解除する。（画面表示び「戻 
る」から「設定」に変わります。） 

•フラッシュは4 (強制発光)または® (発光禁止)になります。 

• 1颗政上は「1"」のように「'」び表おされます。 

•シャッタースピードを遅くするとをは手ぶれを防ぐために三脚のご使巧をおすすめします。 
•シャッタースピードを1/6砂切下に設定すると、自動的に NR ス□-シャッター機能び働き、画 
儘ノイズを低減します。画面に 「 NR 」 と表示されます。 

• シャッタースピードを遅く設定すると、処理に時間びかかります。 




_ 〔 2501f2.8I_0EV 


T 
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メニューを使ラ 

メニューの操作方ミ去 



1 本機の電源を入れ、モードダイヤルを合わせる。 

モードダイヤルの位置によって、使用でをる項目び異なります。 


2 MENU ボタンを巧し、メニューを表示ずる。 



メ 

a 

I 

を 

使 

ラ 


3 コント□-ルボタンの ◄/ ►を巧し、設定する 
メニュー項目を選ぶ。 

• 設定するメニュー項目びかくれている場合は、 ◄/ ►を押し 
つづけて表示する。 

• モードダイヤルび r 尼]」のとをは、項目選択後♦を巧す。 



4 ▲/ ▼を巧して、設定を選ぶ。 

選ばれた設定び拡大表示されて設定される。 


5 MENU ボタンを巧し、 メニュー 表示を消す。 


•項目表おの端に ▲/ ▼マークび付いているときは、画面に表示されていない項目びあります。コ 
ント□ールボタンで移動すると表示でをます。 

• グレー表示の項目は設定でさません。 
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メニユー頃目一覧 


モードダイヤルの位置によって、使用でをる;>< ニュー項目び異なります。本機の画面に 
は、使用できる頂目のみ表示されます。 

(♦:使用可能) 


モードダイヤルの 位置： 


P 

M 

SCN 


因 

撮影 時に使ラメニュー （25 ページ） 







SCN (シーン） — — — 参 — — 

囚 （ EV 補正） 

- 

♦ 

- 

• 

♦ 

- 

を（フォーカス） 

- 

♦ 

• 

• 

♦ 

- 

因 (測光モード） 

- 

♦ 

♦ 

• 

♦ 

- 

WB (ホワイトバランス） 

- 

♦ 

• 

• 

♦ 

- 

に0 

ホ•(画質） 一 ♦♦♦一一 

Mode (撮影モード） 

• 

♦ 

• 

• 

- 

- 

哩1(インターバル） 

- 

♦ 

• 

♦ * 

- 

- 

4±(フラッシュレベル） 

- 

♦ 

♦ 

♦ * 

- 

- 

PFX ( P . エフェクト） 

- 

♦ 

• 

• 

♦ 

- 

の (彩度） 一 ♦♦一 一 一 

<3(コントラスト） 一♦♦--- 

田 (シャープネス） 一♦♦--- 

ち(セットアップ） 

• 

♦ 

• 

• 

♦ 

- 


再生時に使ラメニュー （34 ページ） 

巳(フォルダ) _ - - - - - 

か^ (プ□テクト) _- - - -- 

DPOF - - - - - 

占!ロリント） _____ 

巧(スライドシヨー) - - - - 

因(リサィズ) _ - - - - - 

D ; お回転) _—_—_—_—_ — 

分害 1」) _—_—_—_—_^_ 

ち(セットアップ）_-_-_-_-_- _ 

* シーンセレクションのモードによっては使用できません。 —25 ページ 
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撮彰時に使ラメニュー 


一操作方法は23ページ 


お買い上げ時の設定は分で示しています。 


SCN (シーン）（シーンセレクシヨン） 


巧口の嗎圍回] 


哉定ちを一別冊 r はじめに j 手順5 

シーンセレクションでは、シーンに合わせて最適な撮影びできるよう、機能設定の組み 
合わせびあらかじめ決まっています。•はお好みの設定びでさる機能です。 


マクロ 

フラッシュ 

モード 

AF 測距枠 

フ オー カス 
プリセット 

ホワイト 

バランス 

連写/ 
マルチ連写 

J 

- 

® 

♦ 

〇〇 

♦ 

- 

い 

♦ 

そ SL 

♦ 

参 

才ート /心 

州 B 

- 

2 

- 

® 

中央重点 AF 

0.5 m /1.0 m 

3.0 m /7.0 m 

み 

- 


■■ M 

■■■陽 ■■■■■■■■■ 

■ ■■■■も， ■■■■■■■■■ 

—■■■化， ■■■■■■■■■ 




撮影時に使 5 メニュー{つヴき) 


^操作方法は23ぺージ 


(EV 補正） 


SCN 


田 



露出を手動補正します。 



♦ +2.0 EV 

+側：画像び明る < なる。 

分 

OEV 

本機が自動設定した露出。 


♦ -2.0 EV 

一側：画像び暗 < なる。 


•露出について一吗ページ 
•1/3 EV 単位で露出値を調節でをます。 

• 被写体び極端に明るいとをや暗いとき、またはフラッシュ撮影時は、補正び効かないことがあ 
0まず。 

をヒストグラムを使って [EV 補正]を行う 

ヒストグラムは、明るさを示すグラフです。 
モードダイヤルを 「 P 」 または rscN 」 に合わせ、 
□ I ボタンを繰り返し押すと、画面内に表示さ 
れます。表示がち寄りな5明るめの画像、左寄 
りなら暗めの画像です。ヒストグラムで露出 
を確認しなびら正 V 補正] します。 

• 下記の場合ちヒストグラムび表示されますび、に V 補正]はできません。 

ーモードダイヤルび rftj または 「 M 」 のとき 
-静止画シング J レ画面再生時 
ークイックレビュー時 



暗明るさ明 
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一操作方法は 23 ページ 


‘（フォーカス） 


〇 


P 


SCN 


回 


ピント合わせのち法を変更します。ピントび合いにくいときなどに使います。 



〇〇(無限遠） 


7.0 m 


3.0 m 


あ5かじめ設定した距離にピントび合う。 

(フ オーカ スプ U セット） 

• 網やガラス越しの撮影など、オートフオーカスび効きにく 
いとをに便利です。 


1.0 m 
0.5 m 

スポット AF ( D ) 非常にルさな被写体に自動ピントをわせする。 


中央重点 AF ( m ) 


• 非背にルさな被写体や狭いエ U アを狙ってピント合わせを 
するとをに便利です。 AF □ックと併巧して巧をな構図で 
撮影び可能です。測距枠からはずれないよラに手ぶれにご 
注意 < ださい。 


画面中央付近の被写体に自動ピント合わせする。 


• 中央部分の被写体をねらってピント合わせをするときに便 
利です 。 AF □ックと併巧して好をな構図で撮該び可能です。 


が7ルチ AF 

(マルチポイント AF ) 



AF 測距枠 


AF 測距枠表示 

画面全体を基準に、自動ピントをわせする。 
• 被写体び中央にない時などに便利です。 


(曲静止画のとき) 
( n 動画のとき） 



AF 測距枠 
AF 測距枠表示 


メ 

ユ 

I 

を 

使 

ラ 


• AF とは、 「 A 山 0 Focus 」 の略で、自動ピント合わせ機能のこと。 

• [フオーカスプ U セツト]の距離設定は多少の誤差を含みます。レンズを上や下に向けると誤差 
は大きくなります。 

• シーンセレクションのモードで、選べる距離び制限されます (25 ページ)。 

• 動画撮影時は、[マルチ A 円をおすすめします。手ぶれに強いためです。 

• [デジタルズーム]や [ AF イルミネーター]を使用するときは、中央付近の被写体を優先した AF 
動作になります。この場合、!»、 m または D は点滅し、 AF 測距枠は表示されません。 
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撮該時に使 5 メニュー（つヴき) 


一族巧方ぷはぶぺージ 


をピントが合わないときは 

被写体びフレーム晒励端にある場合や、[中央重点 A 円または[スポット A 円設定の場合、フ 
レーム端の被写体にピントび合わない場合びあります。この場合、切下の方法を使います。 

® 被写体び AF 測距枠内に入るように構図を変え、シトッターボタンを半巧ししてピント 
を合わせる (AF □ック）。 



AE/AFn ック表示 
AF 測距巧 


シャッターボタンを押し込む前なら、何回でもやり直せます。 


@ AE / AF □ツク表示び点滅一点なに変わった5、半押しのまま構図を戻し、シャツター 
ボタンを巧し込んで撮影する。 



(測光モード） 


〇 


SCN 


因 


本機び自動で露出をミ夫めるとを、画面のどの部分で光を測るか(測光)を設定します。 



スポット(スポット測光） 

(囚） 

被 

♦ ; 

( 

:写体の一部分だけて 

を光にある被写体や、 
とさに便利です。 

百 ㈱ 品 , FINE 咖 fHI 

囚 。 98圍 

250 F2.8 、 

式日 JJ 光する。 

背景と被写体のコントラストび強い 

ー スポット測巧照準 

被写体をここにをわせる 


中央重点(中央重点測光） 
(圆） 

画面の中央部に重点をおいて測光し、中央部付近の明る 
さを基準に露出を決める。 


マルチ 

(マルチパターン測光） 

画面を多分割して測光し、全体のバランスをとって自動 
調節する。 


•露出について一吗ページ 

• [スポット測光]や[中央重点測光]の場合、測光する場所とフォーカス位置を合わせたいとをは、 
23 [を](フォーカス）を[中央重点 A 円にすることをおすすめします (27 ページ)。 





一操作方法は 23 ページ 


WB (ホワイトバランス） 


〇 


SCN 


M 


田 


画像の色びおかしいと感じたとをなどに、撮影場所の光の状況に合わせて調整します。 



占 非 T (ワンプッシュセット） 

(ワンプッシュ）での基準になる r 白」を取り込む。 


cAa (ワンプッシュ） 

bSd (ワンプッシュ）で撮影するときに、その撮影状況で 
基本になる「白」を本機に教える。 

① 被写体を照らす照明を件と同じ所に白い紙などを置 
さ、画面いっぱいに映す。 

©▲でと |SET] (ワンプッシュセット)を選ぶ。 

画面び一瞬暗くなり、 、ジ ET 表示び速い点滅に変わる。 
ホワイトバランスび調節されてカメラに記憶される 
と、 [bSd] (ワンプッシュ）に戻る。 

•dd 表あび遅い点滅をしたときは、ホワイトバランスび未 
設定または設定でをなかった場合を表しています。設定で 
きなかった場合は r オーりで撮影してください。 

•^■^SET 表おび速い点滅をしている間は、本機を動かさないで 
ください。 

•フラッシュモードび ろ (強制発光)または そ SL (ス□ーシンク 
□) の場合、フラッシュび発光した状態でホワイトバランス 
び調節されます。 


州 B (フラッシュ） 

フラッシュ光にをねせる。 

• 動画のとをは選べません。 


が電球） 

パーティー含場など、照明条件び変化するとさや、スタ 
ジオなどのビデオライトにをわせる。 


销(堂光な） 

堂光灯の光に合わせる。 


A 虐天） 

函り空にをわせる。 


-朱 (太陽光） 

屋列や、夜景/ネオン/花火/日の出/日没前後などに台ね 
せる。 

分 

才ート 

ホワイトバランスを自動調節する。 


• [ホワイトバランス]について一-1日ページ 

•ちらつをのある壁光打下では、[:肯1:](壁光な)を選んでちラまく合わないことびあります。 

• [bSdl、 [そ WB] じ(がのとをフラッシュ発光して撮影すると、[ホワイトバランス]は[オート]にな 
ります。 

• シーンセレクションのモードによっては、選択できないものびあります (2 日ページ)。 
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撮該時に® 5 メニュー{つヴを) 


一操作方巧は23ページ 


に0 


光に対する感度をに0という単位で設定します。数値び大きいほど高感度になります。 



400 

暗い場所や高速で移動する被写体には大さい値を、高画 


200 

質で撮るにはルさい値を設定する。 


100 


が 

才ート 



• [ISO] 感度について一10ぺージ 
• 高感度になるほどノイズ感び増します。 

• シーンセレクシヨンのときは、 [ISO] は[才 ー ト]になります。 


SCNljoiT 因 I 


静止画の圧縮率を選びます。 


分 

ファイン fINE) 

高画質(低圧縮)で記録する。 


スタンダード (STD) 

標準画質(高圧縮)で記録する。 


•画費について一 -11 ぺージ 


Mode (撮影 モード） 


シャッターを押し込んだとを、連写するかしないかを設定します。 



マルチ連写 (哩） 

シャッターボタンを押すと、1枚の静止画の中に16コマ 
の画像を連続記録する。 

• スポーツのフオームチェックなどに便利です。 

• [インターバル] (32 ページ)で、コマ間のインターバル(間 
隔)を設定で去ます。 


連写 (〇) 

シャッターボタンを押し続けている間、最大連写枚数(次 
の表)まで連写する。 

• 「記録中」といラ表示び消えるとなの画像を撮影でさます。 

が 

通常撮影 

連写しない。 
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一操作方法は 23 ページ 


[マルチ連写]について 

• [マルチ連写]した画働ま、下記の手順で連続再生で去ます。 

一時惇止/再開： コント□ールボタンの♦を巧す。 

1 コマずつ再生： 一時停止状態で ◄/ ►を押す。♦を押ずと連続再生に戻る。 

• [マルチ連写]では、下の操作びできません。 

ー スマートズーム 
-フラッシュ撮影 
一曰付•時刻の挿入 

一連写画像の分割/希望のつマのみの削除 

-モードダイヤルび「〇」のとき[インターバル]を [1/3 日] urn に設定すること 
-モードダイヤルび 「M」 のとき、シャッタースピードを、1/3日耿よりも遅くすること 
• [マルチ連写]した画儘をパソコンで再生すると、撮影された16コマび1枚の画像として同時に 
表示されます。マルチ連写機能のない力;><ラで再生した場合も同様です。 

• [マルチ連写]の画像サイズは 1M となります。 

• シーンセレクションのモードによっては[マルチ連写]できない場合びありますに已ぺージ)。 

健写]について 

• フラッシュは ® (発光禁止)になります。 

•セルフタイマーで[連写]すると、最大5枚の連続撮影となります。 

• モードダイヤルび 「M」 の状態で[連写]すると去、1/6秒またはそれよりち遅いシャッタース 
ピードは選べません。 

•バッテ U —の残量びみない、または"メモ U —スティック"の容量びいっぱいになると、[連 
写]は停止します。 

• シーンセレクションのモードによっては[達哥できない場合びあります (25 ぺージ)。 

最大連写が数 （枚） 


画質 

サイズ \ 

フアイン 

スタンダード 

7M 

5 

8 

3:2 

5 

8 

己 M 

6 

11 

3M 

9 

17 

1M 

22 

41 

VGA(E><- ル） 

85 

100 


メ 

ユ 

I 

を 

使 

ラ 
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撮該時に® 5 メニュー{つヴを) 


一操作方巧は23ページ 


哩（インターバル） 


政 


SCNljoiT 因 I 


[マルチ連写] (30 ぺージ)の〕マ間のインターバル(間隔)を設定します。 



1/7.5 (1/7.5") 

• [ Mode ] び[マルチ連写]がのとさは設定でさません 
(30 ページ)。 


1/15 (1/15") 

が 

1/30 (1/3〇||) 



• シーンセレクションのモードによっては[画](インターバル)]び表示されません。 


レベル） 


〇 


SCN 


田 


フラッシュの発光量を調節します。 



+ ( そ +) 

+側：発光量を増やす。 

分 

標準 



-( 卜） 

一側：発光量を減らす。 


• フラッシュモー ドの减り敏え一別冊「はじめに」手順5 

• シーンセレクションのモードによっては け ± (フラッシュ レベル)]び表おされません。 


PFX(R エフェクト）（ピクチャ 

—エフェクト） Q 

□ 

181 

圆 

圍 

回 


設定してから撮影すると、特殊効果を加えて撮影でをます。 



モノトーン（臣ジ 

画面を白黒にする。 


セピア（尼ジ 

ちい写真のよラな色をいにする。 

分 

切 

特殊効果を加えない。 


• 電源を切ったあとはイ呆持されません。 


® (彩度) 


撮影する画像のあざやかさ(彩度)を変えます。 



+ (®) 

+側：鮮やかな色をいにする。 

が 

標準 



-m 

一側：落ち着いた色をいにする。 
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再生時にほラメニュー 


^操作方法は23ぺージ 


お買い上げ時の設定はがで示しています。 


(フオルダ) 


再生したい画像の入っているフォルダを選びます。 



実行 

下記の手順をご覧 < ださい。 

が 

キャンセル 

フオルダ選択をやめる。 


①コント□-ルボタンの ◄/ ►で再生したい画像び入っているフオルダを選ぶ。 


1再生フォルダ里お 1 

i 

□ 102 2/2 

► 


フオルダ名： 102 MSDCF 
ファイル技： 0 
倾日民： 

2005111:05:34 AM 



I キ，ソセル I 


⑤▲を巧して[実行]を選び、中央の♦を巧す。 


を r フォルダ」について 

本機は撮影した画像を ">< モ U —スティック’’の特定のフォルダに記録します (4 目ページ)。こ 
のフォルダを変更したり、新規で作成したりでさます。 

• フォルダを作成するには一[記録フォルダ作成] (46 ぺージ） 

• 記録先のフォルダを変更するには 一 ►[記録フォルダ変更] (47 ページ） 

•">< モ U —スティック"に複数のフォルダびあるとをは、フォルダ内の最初/最後の画像に下 
記の マークび 表示されます。 
la: 前のフォルダに移動可能 
CS 後ろのフォルダに移動可能 
QS： 前/後のフォルダに移動巧能 
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一操作方法は 23 ページ 


，（プ□テクト） 


[〇 P M SCN « I 田 


画像を誤って消さないように保護(プ□テクト）します。 


が 

プ□テクト (0~n) 

下記の手順をご覧<ださい。 


終了 

プ□テクト操作を終了する。 


シングル画面でプ□テクトずるには 

® プ□テクトしたい画像を表示する。 

© MENU ボタンを巧し、メニューを表おする。 

③コント□-ルボタンの ◄/ ►で [ O - n ] (プ□テクト)を選び、中央の♦を押す。 
画像びプ□テクトされ、 0~n マークび 付<。 



@他の画像もプ□テクトしたいとをは、 ◄/ ►で画像を表示し、中央の♦を巧す。 

インデックス画面でプ□テクトするには 

① H (インデックス）ボタンを押して、インデックス画面にする。 

© MENU ボタンを巧し、；><ニューを表おする。 

③ コント□ー ルボタンの ◄/ ►で [O-n] (プ□テクト)を選び、中央の♦を巧す。 

④ ▲/▼で[選択]を選び、中央の ♦ を巧す。 

感 プ□テクトしたい画像を ▲/▼/◄/ ►で選び、中央の♦を押す。 

画像に緑色の 0~ n マークび付<。 

EMrm 緑の^ 

懸给I瞧 

\：Mmm 

• ク tTrann 


⑥他の画像もプ□テクトしたいとをは、手順⑥を繰り返す。 
③ MENU ボタンを巧す。 

⑥►で[実巧]を選び、中央の ♦ を巧す。 

O-n マークび 白色に変わり、プ□テクトされる。 


• フォルダ内の全画儘をプ□テクトするには、手順®で[フォルダ内全て]を選んで中央の♦を押 
し、;欠に►で[入]を選んで ♦ を押す。 












再を時に使 5 メニュー（つヴき) 


一族巧方ぷはぶぺージ 


プ□テクトを解除ずるには 
シング J レ画面で解除ずるには 

r シングル画面でプ□テクトするには」の手順③またはな)で中央の♦を巧す。 


インデックス画面で解除ずるには 

① r インデックス画面でプ□テクトするには」の手順⑥で解除したい画像を選ぶ。 

® 中央の•を巧して、 0~ n マークをグレーにする。 

③同じ操作を解除したいすべての画像について繰り返す。 

© MENU ボタンを押して、►で[実行]を選び、中央の♦を巧す。 

フアルダ内全画像のプ n テクトを解除ずるには 

r インデックス画面でプ□テクトするには」の手順④で[フオルダ内全て]を選んで中央の 
♦を巧し、次に►で[切]を選んで ♦ を巧す。 

• フ オーマッ トするとプ□テクトした画像を削除され元に戻せません。 

• プ□テクトには時間びかかる場合びあります。 


DPOF 


_ 〇 P M SCN W I 因 || 

プリントしたい画像にプリント予約マーク（回0を付けます (71 ぺージ)。 


占)（プリント） 


67 ページをご覧ください。 


〇 P M SCN 関 I 田 I 


り（スライドシ 


〇 P M SCN 


因 


撮影した画像を連続再生します(スライドショー)。 

間隔設定 

画面切り換えの間睛。 


が 

3秒 


5秒 


10お' 


30巧 


1分 
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一操作方法は 23 ページ 


再生画像 


が 

フォルダ内 

選択中のフォルダ内の画像を順番に再生する。 


をて 

— ；><モ U —ステイツク"内のすべての画像を順番に再 
生する。 


繰り返し 



® コント□-ルボタンの ▲/▼/◄/ ►で[間隔設定]、[再生画像]、[繰り返し]を設定する。 
© ▼/►で[スタート]を選び、中央の ♦ を押ず。 

スライドショーび始まる。 

終了するには、中央の♦を巧し、►で[終了]を選び、♦を押す。 

• スライドショー再生中に、 ◄/ ►ボタンを押すと、画像を戻す/送ることびでをます。 

• 隅隔設进の設定時間は画像サイズなどにより変わることびあります。 


因（リヴイス‘） 


〇 P M SCN 闘 I 因 I 


撮影した画像のサイズを変えて（リサイズ)、新しいファイルとして記録します。元の画 
像はそのまま残ります。 



のサイズを変更したい画像を表おする。 

© MENU ボタンを巧し、メニューを表おする。 

③ コント□-ルボタンの ◄/ ►で [ E 立 （ U サイズ)を選び、中央の♦を巧す。 

④ ▲/ ▼で変更したいサイズを選び、中央の♦を押す。 

U サイズした画像び選択中の記録フオルダに一番新しいファイルとして記録される。 
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再を時に使ラメニュー（つヴき) 


一族巧方ぷはぶぺージ 


• m 像サイ X ]一別师「はじめに_!手順4 
•動画/[マルチ連写]画像はリサイズでをません。 

• かさいサイズから大去いサイズに U サイズすると、画像び劣化します。 
•横縦比3:2の画儘サイズには U サイズすることはでをません。 

•横縦比3:2の画儘は U サイズすると画像の上下に黒帯び入ります。 


肺旭転） 


〇 P M SCN 関 I 因 




静止画像を左ちに回転します。 



で、 

画像を回転する。下記の手順をご覧ください。 


実行 

画像の回転を確定する。下記の手順をご覧 < ださい。 

分 

キャンセル 

回転を中止する。 


の 回転させたい画像を表おする。 

@ MENU ボタンを巧し、メニユーを表示する。 

⑤コント□ールボタンの ◄/ ►で血リ（回転)を選び、中央の♦を巧す。 

@ ▲で [で、: 1を選び、 ◄/ ►で画像を回転させる。 

⑤ ▲/ ▼で[実行]を選び、中央の♦を押す。 

• プ□テクトされている画儘、動画、[マルチ連写]画儘は回転でをません。 

•他機で撮影した画像は本機では回転でをないことびありまず。 

•パソコンで画像を見るとを、ソフトウエアによっては画像の回転情報び反映されない場合びあ 
0ます。 


令(分割） 


撮影した動画を分割したり、不要な部分を削除でさます。"メモ U —ステイック"の 
容量び足りないとをや E メールで動画を送るとさに便利です。 

• 分割する前の動画は削除され、そのファイル番号は夕番となります。また、1度分割した動画を 
元に戻すことはでをません。 



実行 

下記の手順をご覧 < ださい。 

分 

キャンセル 

分割を中止する。 
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一操作方法は 23 ページ 


例：101_0002の動画を分割した場合 

下記のようなファイル構成のときにファイル名101_0002の動画ファイルを分割、削 
除する場含を例に説明する。 


101 -0001 101 -0003 



101 -0002 


1 シーン A を切り離す。 



101 -0002 


切り離す 

1010002び、分割されて1010004と1010005になる。 


2 シーン B を切り離す。 


101 -0004 



10し0005 


切り離す 

1010005び分割されて、1010006と1010007になる。 



メ 

a 

I 

を 

使 

ラ 


3 シーン A と B は不要なので削除する。 


101 -0004 101 -0007 



削除 削除 


4 总要なシーン1010006だけび残る。 



101 -0006 


操作方法 

® 分割したい動画を表おする。 

© MENU ボタンを押し、メニューを表示する。 

③ コント□-ルボタンの ◄/ ►で悚](分割)を選び、中央の♦対甲す。 

④ ▲を巧して[実行]を選び、中央の • を押す。 

動画び再生される。 








再を時に巧 5 メニュー{つヴを) 


一操作方巧は23ページ 


⑤分割したい位置で中央の♦を押す。 



•分割する位置を微調節したいとをは、 [◄ ii/iiH (コマ戻し/コマ送り）を還び、 ◄/ ►で微調節 
する。 

• 分割する場所を選び直すとさは、[キャンセル]を選び、動画再生を再開する。 

⑥ ▲/ ▼で[実行]を選び、中央の♦を押す。 

③▲で[実行]を選び、中央の♦を押す。 

動画び分割される。 

• 分割後のファイル番号は、例のようになります。分割された動画は選択している記録フォルダ 
に一番新しいファイルとして記録されます。 

• 下記の画像は分割でさません。 

-静止画 

-分割で去る充分な長さ(約2砂間)のない動画 
-プロテクトされている動画 (35 ページ） 


百(セットアップ） 巧凸の圆圍回 


41ページをご覧ください。 
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セッ トアッ プ画面を使ラ 

セットアップ画面の操作方法 


さ(セツトアップ)画面を使うと、本機のお買い上げ時の設定を変更でをます。 



コント n — ル 
J ボタン 



MENU ポタン 


電源を入れる。 


2 MENU ボタンを巧し、メニューを表示する。 


3コント□ールボタンの►を巧し、百(セットアップ)を選 


ぶ。 


4コント□—ルボタンの ▲/▼/◄/ ►を巧し、設定したい項目 
を選ぶ。 


選ばれた設定の枠び黄色に変わる。 


_設:定2 


フアイ J け://卜： 

U 犯爱病： 

ビテオ信号出力：昕 

■キャンセル 


5中央の♦を巧して設定误行)ずる。 


_ 苗を2 

ファイルナン/卜： 
USB 毎病： 


ビデオ信則力：案巧 
歷^^^0キャンセル. 


(セットアップ)画面を終了するには、 MENU ボタンを押す。 

(セツトアップ)画面からメニューに戻るには、コント□-ルボタンの◄を繰り返し 
押す。 


A 


設定変更を中止ずるには 

[キャンセル]び選択項目にある場をは，それを選んでコント□ールボタン中央の•を 
押す。ない場含は、設定し直す。 

• 設定は、電源を切ってからも保持されます。 


■セットァップ画面を使/コ 
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p カメラ 1 


一操巧方巧/よがぺージ 


お買い上げ時の設定はがで示しています。 


AF モード 


自動ピント合わせ(オートフオーカス)の種類を選びます。 


分 

シングル (S AF ) 

シャッターボタンを半押しすると自動ピント音わせする。 
動さのない被写体を撮影ずるとさに便利。 


モニタリング (MAR 

シャッターボタンを半押しする前から自動ピントをわせ 
する。ピント合わせの時間を短くでさる。 

• [シング J レ]よりもバッテ U —の消耗び早くなりまず。 


•液晶画面をオフにしてファインダーで撮影すると、[シングル] AF 動作となります。 


デジタル ズーム 


デジタルズームの設定をします。本機はレンズの倍率 (3 倍)まで光学ズームを行い、そ 
れを超えるとスマート/プレシジョンいずれかのデジタルズームを行います。 


が 

スマート 
(スマートズーム） 

(目み X ) 

画像サイズに応じて、画像び祟化しない範囲内にデジタ 
ルズーム倍率を制限します。 [7 M ]、[3:2] のとさは使用 
でをません。 

• スマートズームの最大倍率は、下表をご覧ください。 


プレシジョン 

(プレシジョンデジタル 

ズーム） （田 Ax ) 

画像サイズの設定に関わ5ず、最大6倍までデジタル 
ズームしますび、画像は劣化します。 


切( X ) 

デジタルズームを使わない。 


スマー トズ ームの 画像サイズと最大倍率 


画像サイズ 

最大倍率 

己 M 

約 3.6 倍 

3 M 

約 4.5 倍 

1 M 

約 7.2 倍 

VGA(E メール） 

約14倍 
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一操作方法は 41 ページ 


• ズームボタンを押すと、下記のよラなズーム倍率び表示されます。 

このラインより W 側は光学ズーム領、域、 
T 側はデジタルズーム領、域 

ズーム倍率表示 


• スマートズーム/プレシジョンデジタルズームの最大倍率は、光学ズームの倍率を含みます。 

• デジタルズーム時は AF 測距枠は表示されません。囲、田または U び点滅し、中央付近の被写体 
を優先した AF 動作になります。 

• スマートズーム時に画面の画像び粗く見える場合びありますび、撮影される画像には影響あり 
ません。 


曰付/時刻 


撮影時に画像に挿入する曰付/時刻情報の形式を設定します。設定粉撮影します。 

• 撮房時は曰時は表示されず、 E 哩び表おされます。再生時に画面右下に赤色で表示されます。 



曰時分 

撮影曰時分を入れる。 


年月曰 

撮影年月日を入れる。 

•一別冊「はじめに」手順2で'違 hj だ表示 m こ靖入さ n ます。 

が 

切 

曰時を入れない。 


•動画/ [マルチ連写]では、挿入でをません。 
• 挿入した曰時は、後で消去でをません。 


赤目軽減 


フラッシュ撮影時、目げ赤く写るのを抑制し 
ます。設定後、撮影します。 



入㈱ 

ホ目軽減する。 

•フラッシュび2回上予備発光します。 

が 

切 

ホ目抑制しない。 




• シャッターび切れるまで約1砂かかるので、カメラをしっかり構えて手ぶれを防いで<ださい。 
また、被写体び動かないようにしてください。 

• 赤目軽減の効果には個人差びあります。また被写体までの距離や、予備発光を見ていないなど 
の条件によって、効果び表れにくいことびあります。 43 


セットアップ画面を使/つ 





カメラ 1 {つヴを) 


^操作方法は41ぺージ 


AF ィル S ネーター 


AF イルミネーターとは、暗所でフオーカスを含ねせるための補助光です。シャッター 
ボタンを半押ししてフオーカスげ□ックされるまでの間、自動的にホい補助光び出て、 
フォーカスを合わせやすくします。このとき画面に Kon び表示されます。 


分 

才ート 

AF イル S ネーターを使ラ。 


切 

使わない。 


• AF イル S ネーターを発光しても、充分な光び被写体に届かない場合(推奨距離：約 3.8 m (ズー 
ム： W ) まで/約 2.8 m 仅ーム： T ) まで)やコントラストび弱い被写体を撮影する場合、フオー 
カスは合いません。 

• AF イル S ネーターの光び画憬の中わか 6 ずれる場合びありますび、光び被写体に届いていれ 
ば、 フオー カスは合います。 

• 口才ーカスプリセット] (27 ぺージ)のとき、 [AF イルミネーター]は使えません。 

• AF 測距枠は表示されません。面、田または D び点滅し、中央付近の被写体を優先した AF 動作 
になります。 

• シーンセレクションび J (夜景モード)、四(風景モード)、.るも(巧ち上げ花火モード）に設定さ 
れているときは、 AF イルミネーターは発光しません。 

• AF イル S ネーターは明るい光です。ま全には問題ありませんび、至近距離で直接人の目に当た 
らないよラにお使いください。 



静止画撮影直後に、記録した画像を約2砂間画面に表示します。 


が 

入 

オートレビューを使ラ。 


切 

使わない。 


• オートレビュー表示中は次の撮影はでをません。シャッターボタンを半押しすると記録画像の 
表示び消え、すぐに次の撮影びでさます。 
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P カメラ 2 


一操作方法は 41 ページ 


お買い上げ時の設定はゾで示しています。 





OS メモリ ース テイツクツール 


一操作方法は41ぺージ 


お買い上げ時の設定はがで示しています。 



"メモ|」ースティック"をフォーマット(初期化）します。市販の " x モリースティッ 
ク"はフォーマット済みのため、フォーマットの必票はありません。 

• フオーマツトすると、プ□テクトしてある画像も含めて、すべてのデータび消去され、元に戻せ 
ません。 



実行 

下記の手順をご覧 < ださい。 

が 

キャンセル 

フオーマツトを中止する。 


①コント□ールボタンの▲で[実行]を選び、中央の♦を押す。 

「メモ U —スティックのデータびすべて消去されますよろしいですか？」といラ;><ッ 
セージび表示される。 


@ ▲で[実巧]を選び、中央の♦を巧す。 
フオーマツトび実行される。 


記録フオルダ作成 


メモ U —スティック"の中に新しいフオルダを作成します。 



実行 

下記の手順をご覧 < ださい。 

分 

キャンセル 

記録フオルダ作成を中止する。 


①コント□—ルボタンの▲で误衍を選び、中央の♦を押す。 
記録フオルダ作成画面び表示される。 


t 巧フオルタ巧な 

i 强フオルダを巧なしまず 
I 02 USDCF 


よろしいで T か？ 



@ ▲で[実行]を選び、中央の•を押す。 

既存番号+1のフオルダび作成される。次に撮影する画像は新しく作成したフオルダに 
記録される。 

• フオルダについては、34ページで説明しています。 

• フオルダを新規作成していない場合は、 ri 01 MSDCF 」 フオルダび記録フオルダとして設定さ 
れます。 

• フオルダは最高で r 999 MSDCF 」 まで作成できます。 
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一操作方法は 41 ページ 


• 画働ま、違うフォルダを選ぶか、更に新しいフォルダを作成するまでそのフォルダに記録され 
ます。 

• 1度作成したフォルダを本機では削除で去ないため、パソコンなどで削除してください。 

• -つのフォルダに記録できる画儘は最大4日0日枚のため、フォルダ容量を超えると、自動的に新 
しいフォルダびイち成されます。 

• 「画像ファイルのなを先とファイル名」ほ9ページ)ちご覽<ださい。 


記録フオルダ変更 


画像を記録するフォルダを変更します。 



実行 

下記の手順をご覧<ださい。 

が 

キャンセル 

記録フオルダ変更を中止する。 


①コント□ールボタンの▲で[実行^]を選び、中央の♦を押す。 
記録フオルダ選択画面び表示される。 


I 記島フオルタ吾巧 I 

i 

己102 2/2 

► 


フオルタ名： 102MSDCF 
フアイ MS: 0 

巧加時： 

2005111;05;34 AM 



nren 

1キり它ル1 

モ。レ/ツ丰* • 


③ ◄/► で記録フォルダを選び、▲で误巧]を選び、中央の ♦ を巧す。 

• 「1日 0 MSDCF 」 フォルダは記録フォルダとして選べません。 

•記録した画像を別のフォルダには移動でをません。 


セットアップ画面を使/つ 
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早設定 1 


一族が方ぷはがぺージ 


お買い上げ時の設定はがで示しています。 


LCD パ’ツクライト 


LCD (画面)パ'ックライトの明るさを設定します(パ'ッテ U —使用時のみ)。 



明 

明る < する。 

分 

標準 



暗 

暗くする。 


• [閒に設定すると、バッテ U - の消耗は早くなります。 


操作音 


本機を操作したとさに鳴るブヴーを設定します。 



シャッター 

シャッターボタンを押したとさのみ、シャッター音び鳴る。 

分 

入 

コント□ールボタン/シャッターボタンを押したとをな 
どに、ブヴー/シャッター音び鳴る。 


切 

音は鳴5ない。 
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号設定 2 


一操作方法は41ページ 


お買い上げ時の設定は分で示しています。 


ファイルナンパー 


撮影画像のファイルナンバーの付けかたを設定します。 


が 

連番 

記録フオルダを変更したり、"メモ U —スティック"を 
取り換えても、ファイル番号を連続して付ける。（取り撰 
えた"メモ U —スティック"内に最新ファイルより大 
さな番号のファイルびある場含は、既をの最大番号+1 
のファイル番号を付ける）。 


U セット 

フオルダごとにファイル番号を日001から付ける。簡録 
フオルダ内にファイルびある場合は、既を最大番号+1 
のファイル番号を付ける）。 


USB 接続 


本機とパソコンまたは円 C 旧 ridge 対応プリンターをマルチ端モ専用ケーブルで接続 
するとをのモードを設定します。 



PictBridge 

本機と Pic 旧 ridge プ U ンターを接続する （67 ぺージ)。 


PTP 

PTP (Picture Transfer Protocol ) 接続すると、コピー 
ウ イヴー ドび自動的に起動し、本機に設定されている記 
録フオルダ内の画像をパソコンにコピーします。 
( WindowsXP、Mac OSX に対応） 

が 

標準 

本磯とパソコンを US 臣接続するほ己ぺージ)。 


ビデオ信号出力 


接続するビデオ機器に合わせて設定します。 


が 

NTSC 

ビデオ信号出力を NTSC モードに設定する（日本、米国 
など)。 


PAL 

ビデオ信号出力を PAL モードに設定する（欧州など)。 


■セットァップ画面を使/コ 
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設定 2 {つヴを) 


一操作方法は41ぺージ 


時計設定 


時刻を再設定します。 



実行 

コント□ールボタンの▲で[実行]を選び、中央の♦を巧 
す。その後、 轉試をわせの手 m 卜^別冊「はじめに J 手順 
巧对子う。 

が 

キャンセル 

時計設定を中止する。 
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I パソコンで楽しむ 

Windows 八ソコンでできること 


Macintosh については 、 「Macintosh を 
お使いのとをは」をご覧ください 
(63 ページ)。 


脈 


まずはパソコンに画像を取り込をう！ （53 ぺージ） 


必要な準備 



画像をパソコンで見る 


USB ドライバをインストー 
ルする。 

• WindowsXP では不要です。 


Pic 山 repackage で活巧の幅を広げよう！ （61 ぺージ） 






パソコン巧の画像を見る 

CD - R に画像を保存ずる 


My ビデオ & My スライド 
ショーを自動作成する 




プリントずる 


円 cturePackage をィン乂 
I ルする。 （61 ぺージ） 


ImageMixer でビデオ CD ヴくりに挑戦！ （61 ぺージ） 



ビデオ CD を作成する 


ImageMixer VCD 2 は、 

円 cturePackage をィンス 
I -ールすると、同時に自動で 
インス!-ールされます。 


B ヴ n ンで楽しむ 
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Windows パソコンでできること(ごヴき） 


パソコンの推奨環境 


本機とつなぐパソコンは、下記の推奨環 

境び必票です。 

画像を取り込むときの推奨環境 

OS (工場出荷時にインス I ルされてい 
ること）： Microsoft Windows 
98/98 SE /2000 Professional / 
Millennium Edition/XP Home 
Edition/XP Professional 

• 上記の OS でをアップグレードされた 
場合や、マルチプート環境の場合は、動 
作保証いたしません。 

CPU : MMX Pentium 200 MHz 臥上 

USB 端子： 標準装備 

ディスプレイ： 800 X 600ドット切上、 
High Color (16 bit カラー、65000色） 
し U 上 

Picture Packaae/lmageMixer VCD 2 

使用時の推奨環境 

必要なソフトウ エア： Macromedia 
Flash Player 6.0 ■ L 如き 、 Windows 
Media Player 7.0 ■ L 如き 、 DirectX 
9.0 b が降。 

ヴウンドカード： 16 bit ステレオサウンド 
カードおよびスピーカー 

メモリ： 64 MB 政上 （128 M 目政上を推 
奨） 

A - ドディスク： インストール時に必要 
な容量：約50日 MB 

ディスプレイ： 4 M 目の VRAM を搭載し 
たビデオカード （Direct Draw ドライ 
バに对喊 


• My ビデオ & My スライドショーを自動作成 
する場合は (61 ページ )、 Pentium III 500 
MHzLU 上の CPU び必要です。 

• ImageMixer VCD 2 を使う場合は、 
Pentium III 800 MHzLU 上を推賓します。 

•本ソフトウェアは DirectX テクノ □ジーに 
対応しているため、 DirectX のインス I -一 
ルび必要になることびあります。 

• CD - R に書き込みを行う場合には、記録デ 
パイスを動作する環境び別途必要です。 

バソコン接続についてのごミち意 

• 推奨環境のすべてのパソコンについて動作 
をな話するちのではありません。 

• 1台のパソコンで2台上の USB 機器を接 
続している場合、同時に使巧する US 目機器 
によっては、本機び動作しないことびあり 
ます。 

• US 目八プ経由でご使用の場合は、動作保証 
いたしません。 

• Hi-Speed US 巨 （ USB 2 .日準拠)のため、対 
応の US 目インターフェースに接続すると、 
高速な輯送 ( high - speed 転掛び行えま 
す。 

•パソコンと接続するとをの本機の USB 
モードには[標準](お買い上げ時の設定)と 
[ PT 円の2種類あります。ここでは[標準] 
での使いかたを説明します。 [ PT 円につい 
ては、49ページをご覧ください。 

•パソコンびサスペンド•レジューム機能、 
またはス I 」ープ機能から復帰してち、通信 
巧態び復帰で去ないことびあります。 

pj もね I . デジタルイメージングカスタ 
マーサポートのホームぺージ 
では、パソコンとの接続ち法や最新サ 
ポート情報をご賣いただけまず。 
httD://www.sonv.co.jp/cybe 卜 shot/ 
support/ 
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画像をパソコンに取り込む 


ここでは、 Windows パソコンでの手順 
を説明します。 

本機の画像をパソコンに取り込むには、 
下記のち法びあります。 

"メモリースティック"ス□ット付き 
パソコンの場合： 

本機から ";>< モリースティック"を取 
りはずしてパソコンに挿入し、画像デー 
夕を コピーする。 

"メモリースティック"ス□ットなし 
のパソコンの場台： 

日3〜日8ページ記載の操作1〜5で、画 
像をパソコンにコピーでをます。 

パソコンとの接続方法や最新サポート 
情報は、デジタルイメージングカスタ 
マーヴポー トのホームページをご覧く 
ださい。 

http :// www . sony . co . jp / 

cyber - shot / support / 


操作1: USB ドライバをインス 
トールずる 

^~~^~~I 98SE I 2000 I Me 


• ドライバとは、接続機器を正し<動かすた 
めのソフトウエアです。 

• WinctowsXP のと到ま、操作 1 は不要です。 
• すでにパソコンに PicturePackage びイン 
ス I -ールされている場合は、操作 1 は不要で 
す。 


ご注意：この時点では、本機をバソコ 
ンにつなびないで<ださい。 


1 使用中のソフトウ I アをずべて終 
了させる。 

• Windows20 日 0 は、 Administrator (管 
理者権限)で□グオンする。 

2 CD - ROM をパソコンに入れ、イ 
ンストール画面が表示された6、 
「 USB ドライバ」をクリック。 



「Sony USB Driver 用の 
InstallShield ウイヴードへようこ 
そ」画面び表示される。 

• インストール画面び表おされないとき 

は、0(マイコンピュータ）一® 
(PICTURE PACKAGE) の順にダブル 
ク IJ ック。 


八ソ n ンで楽しむ 
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静止画をパソコンに取〇这む(つヴを) 


3 [次へ]をクリック。 



USB ドライバのインス I -ールび始ま 
る。インス I -ールび終了すると、 
rinstaHShield ウイザードの完了」画 
面び表示される。 


4 [はい、今すぐコンピュータを再起 
動します。]の0をクリックして 
©にし、[完了]をクリック。 



パソコンび巧起動して、本機とパソ 
コンび USB 接続でさるよラになる。 


インストールげ終了した6、パソコンか 
ら CD - ROM を取り出す。 


操作2:本機とパソコンを準備 
ずる 


1画像を記録した"メモ U - ス 
テイック"を本機に入れる。 


2 AC アダプターで本機とコンセン 
卜をつなぐ。 



•バッテ U —電源では、バッテ U —切れの 
ため、データを廣送でをなかったり、 
データを破損する恐れびあります。 


3モードダイヤルを「因」にして、本 
機とパソコンの電源を入れる。 
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• Windows XP の場合は、パソコンの画面に 
自動再生ウイヴードび表示されます。 


本機の画面に rusB モード標準」と表示 
される。 



初回接続時のみ、パソコンび本機を認識 
するための作業を自動的に行います。作 
業げ終わるまでお待ちください。 


* 通信中はアクセス表示びホ色になります。 
白色になるまで、パソコンの操作をしない 
で < ださい。 

• 画面に rusB モード標準」と表示されない 
ときは、本機の [ USB 接続]を[標鞋に設定 
してください (49 ページ)。 


• Winclows 98/98 SE /2 日 OO/Me 使巧時： 

- ► r 操作 4 -B :画像をパソコンに取り込む」 
(己6ページ） 

ここでは、パソコンの「マイドキュ X ン 
りに画像を取り込む例を説明します。 

1 「操作3」で接続完了後、パソコン 
で自動再生ウィザードが起動する 
ので、[コンピュータにあるフオル 
ダに画像をコピーする。 

Microso れスキャナとカメラウィ 
ザード使用]^[〇[<]の順にク 
IJ ツク。 



r スキヤナと力;ラウイヴードの開 
始」画面び表示される。 


八ソ n ンで楽しむ 
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静止画をバソコンに取 0 込む(つヴを) 


2 [巧へ]をクリック。 

本機の■メモ1」ースティック ■ に記 
歸されている画像び表示される。 

3バソコンにコピーしない画像の 
W をク U ックして I にし、[次 
へ]をクリック。 

I ザ-， 

A 徽縱端滅彌轉娜り 


立とザ t 巧)巧 •け If 

〇 

「画像の名前とコピー先」画面び表示 
される。 

4画像の名前とコピー巧を J 旨定し、 
じ夕へ]をクリック。 


〇 


e 

画像のコピーを開始します。画像の 
コピーげ終了すると、「そのほかの才 
プシヨン」画面び表示される。 

• ここでは、画儘のコピー先を r マイド 
キュ ント」にしています。 
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5 [作業を終了する]の〇をクリツ 
クして®にし、[次へ]をクリツ 
ク。 



r スキヤナと力;>< ラウイザードの売 
了」画面び表示される。 


6 [完了]をクリック。 

ウィヴード画面び閉じる。 

• 続けて画儘をコピーしたい場合は、58 
ページの手順で、マルチ端子専巧ケープ 
ルを1度损き差しして、「操作3 :本機 
とパソコンをつなぐ」 （55 ページ)から 
行ラ。 


操作 4 -B :画像をパソコンに取 
り込む 


• WindowsXP 使用時：「操作 4- A :画像を 
パソコンに取り込む」（己5ぺージ） 


ここでは、ノ':ソコンの「マイドキユメン 
卜」に画像を取り込む例を説明します。 





1 [マイコンピューター ]—*• [リムー 
バブルディスク]^ [ DCIM ] の順 
にダブルクリック。 



新しくフオルダを作成していない場 
合は、 ri 01 MSDCF 」 フオルダのみ表 
示される。 

• U ムーバブルディスクび表示されない 
ときは、81ページをご覧ください。 

2 取り込みたい画像の入っている 
フオルダをダブルクリック。 

:知こ、取り込みたい画像ファイル 
をちクリックしてメニューを表示 
し、[コピー]をクリック。 





3 [マイドキュメント]フオルダをダ 
ブルクリックして開く。 

次に、ちクリックでメニューを表 
示し、[貼り付け]を選ぶ。 



「マイドキュメント」フオルダに画像 
げ コピー される。 


• コピー先に同じファイル名の画儘びあ 
るとさは、元の画儘を上書をしてちよい 
かを確認するメッセージび表示されま 
す。 

上書きすると、元のファイルデータは消 
えます。上書きしない場合は、ファイル 
名を希望の名称に変更してからコピー 
します。ただし、ファイル名を変更する 
と本機で再生 (6 日ページ)でをなくなる 
場合びあります。 


八ソ n ンで楽しむ 
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静止画をパソコンに取 D 込む(つヴを) 


■訝阻 


ンで画像を見る 


バソコンとの接続を切断ずるには 


「マイドキュメント」に保存された画像 
を見ます。 


1[スタート]一[マイドキュメント] 
をク IJ ック。 


政下のときは、ここで説明する手順に 
従って操作します。 

-マルチ端モ専用ケーブルを抜< 

-"メモ U —ステイック"を取り出す 
-本機の電源を切る 



0 — 

「マイドキュ;><ント」フオルダの内容 
び表示される。 

• Windows XP し乂がの場合は、デスク 


トップ画面上の[マイドキュメント]を 


ダプルクリックする。 


2見たい画像ファイルをダブルク 
U ツク。 



画像び表示される。 


■ Windows 2000 / Me / XP の場合 

® タスクトレイの ろ をダブルクリック。 



ここをダブルクリック 


③み (Sony DSC ) 一 [停止]をクリック。 

③取りはずすドライプを確認して、 [ OK ] 
をクリック。 

® [ OK ] をク U ック。 

• Windows XP をお使いの方は、手順感 
は不要です。 

⑥マルチ端子専用ケーブルを抜く、"メ 
モ U —スティック"を取り出ず、また 
は本機の電源を切る。 

■ Windows 98/98 SE の場合 

©アクセス表示ほ5ページ)び白色に 
なっていることを確認する。 

® マルチ端子専用ケーブルを抜く、"メ 
モ U —スティック"を取り出ず、また 
は本機の電源を切る。 
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画像ファイルの巧巧巧とファイ 
ル名 


本機で撮影した画像ファイルは、":><モ 
U —スティック"内のフオルダにまと 
められています。 

WindowsXP の例 

齒デスクトップ 
由幻マイキュタント 
曰 y マイコンピュータ 
主，を 3.5 ィンチ FD 
里 一□一カルディスク 
曲"ローカルディスク 
苗 . ぶ CD ドライプ 
ら 一 Sony Memor ■ か tick 
白 口 DCIM 


Q100MSDCF- 

-0 

Q101MSDCF ^ 


〇 ( 

包 

白 ） 


^ 999MSDCF 」 
MSSONY - 

-0 


〇フォルダ作成機能のない力;><ラで撮影 
した画像ファイルのフォルダ。 

© 本機で撮影した画像ファイルのフォル 
ダ。新し <フォルダ作成していない場 
含は、 「101 MSDCF 」 のみ。 

0 フォルダ作成機能びないカメラで撮影 
した動画データなどのフオルダ。 


• riOOMSDCF 」 または 「MSSON 丫」のフオ 
ルダには本磯で画像を記録でをません。再 
生のみ可能です。 

• フオルダについては、34、46ページをご覧 
<ださい。 

• 画儘ファイル名は、下記のよラになりまず。 
□□□□は0001〜9999の半角数字、動 
画ファイルとそのインデックス画像ファイ 
ル名の数字部分は同じです。 

-静止画ファイル： DSC 日 □□□□.JPG 
-動画ファイル： MOV 日 □□□□ .MPG 
-動画撮影時に記録されるインデックス 
画儘ファイル ： MOVODDDD THM 


パソ n ンで楽しむ 
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パソコン巧の画像を本機で見る 


ここでは、 Windows パソ〕ンでの手順 
を説明します。 

パソコンにコピー後、"メモリース 
ティック"から消去した画像をもう1 
度本機で見るには、パソコンから"；><モ 
リースティック"に画像をコピーして 
か6本機で再生します。 

• 本機設定のファイル名を変更していない場 
合、手順1は必要ありません。 

• 画像サイズによっては再生できない画像び 
あります。 

•パソコンで画儘を加工したファイルや、本 
機！;(がで撮影した画像は本機での再生を保 
証しません。 

• フオルダびない場合は、まず本機でフオル 
ダを作成してから (46 ページ)画像フアイ 
ルのコピーを行ってください。 


1 画像ファイルをちクリックし、[名 
前の変更]をクリックする。 
ファイル名を rDsconnnn 」 

に変更する。 

□□□□には、0001から9999まで 
の半角数字を入れる。 



2下記の手順で、ファイルを"メモ 
U - スティック"内のフオルダ 
に コピー ずる。 


® 画像をちクリックーロピー]をク 
U ック。 

@ [マイコンピユータ]内の[ I 」ムーバ 
ブルディスク]または 
[ SonyMemoryStick ] をダブルク 
U ック。 

⑤ [ DCIM ] フォルダ内の [□□□ 
MSDC 円フォルダをちクリックし、 
[貼り付け]をクリック。 

• □□□には、1日〇〜999までの半角数 
字び入る。 



• 上書をの警告び出た場合は、別の数字を 
入れ直してください。 

• パソコンによっては、静止画の拡張子 
rjPG 」、 動画の拡張子 「 MPG 」 び表示さ 
れます。拡張子は変更しないでくださ 
し、。 





付属のソフトウエアで楽しむ 


ここでは、 Windows パソコンの手順を 
説明します。 



付属の CD-ROM には、 PicturePackage 、 
lmageMixerVCD2 の 2 つのソフトウェア 
が収録されていまず。 


円 cturePackage 



[ でさること ] 

OCD - R に画像を保存 
© My ビデオ & My スライド シヨーを 自動 
作成 

© ノ くソコン内の画像を見る 
©ビデオ CD の作成 

Image Mixer VCD 2 の画面び表おさ 
れます。 

Q ヴービス-ヴポート情報 「My Page 」 

[ 各機能のはじめかた ] 

〇〜©のいずれかをクリックで選び、 
次に画面ち下のボタンをクリックする。 


1 ' / ~7 k r*7 

T マ友^ 

、 J つ k — JI .寸ス 

\ y J 

エノなイ 

ン乂 r ル9な 


下記の手順で、 PicturePackage / 
ImageMixer VCD 2 ソフトウエアをイ 
ンス I -ールします。 


• WinclowsXP 切がで、 USB ドライバをイン 
ス I -ール (53 ページ）していない場合は、イ 
ンス I -ール前に本機をパソコンに接続しな 
いで < ださい。 

• Windows 200日の場合は Administrator 
(管理者権限)、 WindowsXP をお使いの場 
合はコンピュータの管理者権限でログオン 
して < ださい。 

• " PicturePackage " のインストールを行 
ラと、 USB ドライバのインス I -ールも同時 
に行えます。 

• Windows 98/ Windows 98 SE で、 
DVgate Ver .2.3 より前のパージョンび 
インス I -ールされているバイオに、 

DirectX 目切降の DirectX をインス I ル 
すると、 DVgate や DVgate motion を正 
常に使用でをません。 PicturePackage を 
インス I ルすると、同時に DirectX 9も 
インス I -ールされるためです。今媛ち 
DVgate を使巧する場合は、 
PicturePackage をインストールしないよ 
ラに、ご注意ください。 

詳し < は下記 URL をご覧ください。 

http :/ / www . sony . co . jp / cyber - shot / 

support / 


パソコンで楽しむ 
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付属のソフトウエアで楽しむ(つヴを) 


1 パソコンの電源を入れた：!犬態で、 
CD-ROM (付属)を CD-ROM ド 
ライブに入れる。 

インストール画面び表示される。 

• インス I -ール画面び表おされないとを 
は、留（マイコンピュータ）一® 
(PICTURE PACKAGE ) の順にダブル 
ク IJ ック。 


2 [ PicturePackage ] をクリックす 

る。 



言語の選択画面び表示される。 


3 [日本語]を選び、[次へ]を2回ク 

リックする。 

使用許語画面び表おされる。 

内容をよく読み、「使用許諾契約の全条 
頂に同意します」にチェックを入れ、 
[次へ]をク U ック。 


4似障、画面の指示に従ってインス 
I ルを進める。 


5インス I ル後、デスクトツプ上 
に rPicturePackaae Menu 」 と 
PicturePackage 保巧巧フオルダ 
のショートカツトが表示されたら、 
パソコンか5 CD - ROM を取り出 
す。 


ソフトウェアを起動ずるには 

デスクトップ上の 「PicturePackage 
Menu 」 のアイコンをダブルクリック。 

ソフトウ I アの使いかたを調べるには 

各画面ち上の [ ? ] をクリックして表示 
されるヘルプを参照する。 


PicturePackage / ImageMixer 
VCD 2 に関するお問い合わせ•サ 
ポートは、ピクセラ ユーザー サポート 
センターに委託しています。 

ピクセラ ユーザー サ ポー トセンター 
電話： 06-6633-3900 

受付時間：巧〜日午前9時〜午後日時 
(ただし、年末、年始、祝日を除く。） 

URL ： http :// www . ppackage . com / 


•「ImageMixer VCD 2」、「 DirectX 」 （イ 
ンストールされていない場合のみ)も達 
続してインス I -ールされます。 

• パソコンの再起動をホめる画面び表示 
されたら、画面の指示にがって再起動し 
て < ださい。 
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Macintosh をお使いのときは 




Macintosh に画綴を取り込んで見たり、 
rimageMixer VCD 2 J (付属）を使って 
ビデオ CD を作成でをます。 


推奨環境 


画像を取り込む時の推奨環境 

OS (工場出巧時にインス I ルされてい 
ること）： Mac OS 9. 1/9.2 、 Mac OS 
X ( v 10.0- v 10.3) 

USB 端子： 標準装備 

rimageMixer VCD 2 J 使用時の推奨環境 

OS (工場出巧時にインス I ルされてい 
ること ）： Mac 0 SX ( viai .5 な降） 

CPU : iMac 、 eMac 、 iBook 、 Powe 旧 00 k 、 
Power Mac G 3/ G 4/ G 5 シリーズ 

メモリ： 128 MBl ； (上に 56 MB 政上を推 
契） 

ハードディスク： インス I -ール時に必要 
な容量：約25日 MB 

ディスプレイ： 1024 X 768ドット攻上、 
32000色故上 

• 工場出荷時に QuickTime 4 UI 降びインス 
I -ールされていることび必要です 
(QuickTime 5政上を推賓)。 

バソコン接続についてのごミち意 

• 推賓環境のすべてのパソコンについて動作 
を保証するちのではありません。 

• 1台のパソコンで2台 ULL の USB 機器を接 
続している場合、同時に使巧する USB 機器 
によっては、本機が動作しないことびあり 
ます。 


• US 目八ブ経由でご使巧の場合は、動作保証 
いたしません。 

• Hi-Speed USB ( USB 2.0 準拠)のため、巧 
応の USB インターフェースに接続すると、 
高速な転送 ( high - speed 転逍び行えま 
す。 

•パソコンと接続するときの本機の USB 
モードには[標準](お買い上げ時の設定)と 
[ PT 円の2種類あります。ここでは[標準] 
での使いかたを説日月します。 [ PT 円につい 
ては、49ページをご覧ください。 

• パソコンびサスペンド-レジューム機能、 
またはス U —プ機能から復帰してち、通信 
状態び復帰できないことびあります。 

pj ^ i . デジタルイメージングカスタ 
マ—サポ— K のホ—ムぺ—ジ 
では、パソコンとの接続方法や最新サ 
ポート情報をご覧いただけます。 
http :// www . sonv . co . jp / cyber - shot / 
support / 


画像を取り&んで見る 


1 本機と Macintosh を準備する。 

「操作2 :本機とパソコンを準備する」 
(54 ページ)と同じ準備をします。 

2 マルチ端子専用ケーブルで接続す 
る。 

「操作 3 : 本機とパソコンをつなぐ」 
(55 ページ)と同じ操作で接続します。 


八ソ n ンで楽しむ 


的 





Macintosh をお使いのときは(ごヴき) 


3 画像ファイルを Macintosh にコ 
ピーする。 

①「デスクトップ画面上の新しく認識 
されたアイコン」一 [ DCIM ] 一「取 
り込みたし^画像の入 ったフォ) レダ」 
の順にダブルク U ック。 

⑤画像ファイルを八ードディスクア 
イコンにドラッグ&ド□ップ。 

八ードディスク I こ画像ファイルび 
コピーされる。 

•画像ファイルの保を先とファイル名に 
ついては、59ページをご覧ください。 


4 Macintosh で画像を見る。 

「八ードデイスクアイコン」一個像 
ファイル」の順にダブルクリックする 
と画像が開く。 


マルチ端子専用ケープルを巧ぐ、"メ 
モリースティック"を取り出ず、また 
は本機の電源を切るとさは 

"メモ U —スティック"またはドライ 
ブのアイコンをゴミ箱にドラッグ&ド 
□ップしてから、マルチ端モ専用ケーブ 
ルを抜くなどの作業を行ラ。 

• Mac OS X v 1 日.日の場合は 、 Macintosh 
の電源を切つてから作業を行ラ。 


nmageMixerVCD 2」 でビデオ 
CD をつくる 



• Macintosh 版の ImageMixer VCD 2 では 
ディスクイメージ（ビデオ CD 形式で 
CD - R に書去込みを行うためのデータ)作 
成までを行いまず。実隙にビデオ CD 形式 
で CD - R に保存する場合は、 Roxio 社の 
Toast (別売り）び必要になります。 

rimageMixer VCD 2 J をインストール 

ずるには 

• インストール前に使用中のソフトウエアを 
すべて終了させてください。 

• ディスプレイの設定をあらかじめ1024 X 
768ドットな上、320日日色モードし乂上にし 
て < ださい。 

① Macintosh に電源び入った状態で、 
CD-ROM (付属)をディスクドライブ 
に入れる。 

© CD - ROM アイコンをダブルクリック。 

③ 「 MAC 」 フオルダの中の 「 IMXINST . 
SIT 」 を任意のフォルダにコピー。 

® コピー先のフォルダの中の [ IMXINST . 
SIT ] をダブルク U ック。 

⑤コピー先のフォルダの中にある 
ImageMixer フオルダ内の 
[ lmageMixerVCD 2_ lnstall ] をダブ 
ルクリック。 
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⑥ユーヴーの承認画面び表示されたら、 
お好みの名前とパスワードを入力する。 
ソフトウエアのインストールび始まる。 

rimagelVlixe 「 VCD 2 J を起動ずるには 

①[アプ U ケーシ ヨン ] の中か5 
[ ImageMixer ] フオルダを開く。 

© [ImageMixer VCD 2] をダブルク U ッ 
クする。 

「ImageMixer VCD 2 J の使いかたを調 
ベるには 

画面ち上の [ ? ] をクリックして表示さ 
れるヘルプを参照する。 


ImageMixer VCD 2 に関するお問い 
をわせ • ヴポートは、ピクセラユー 
ヴーサポートセンターに委託してい 
ます。 

ピクセラ ユーザー サポートセンター 
電話： 06-6633-3900 

夏付時間：月〜日午前9時〜午後日時 
(ただし、年末、年始、祝日を除く。） 

URL : http :// www . ppackage . com / 


B ヴ n ンで楽しむ 
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静止画をプリントずる 

静止画をプリントずるには 


ダイレクトプリントずる ( PictBridge 巧応プリンターほ用） （67 ぺージ） 



円 ctBridge 対応プリンターに本機を直接接続してプ U ント 
します。 


ダイレクトプリントずる （ "メモリースティック"巧応プリンタ ー ffi 用） 



";>< モリースティック"对応プリンターでプリントします。 
詳しくはプ U ンターの取扱説明書をご覧ください。 


パソコンを巧つてプリントずる 



付属の CD - ROM 収録のソフトウエア rPicturePackage 」 を 
使って画像をパソコンに取り込んでから、プリントします。 


お店でプリントずる (71 ページ) 



プ U ントサービス店に、画像を撮影した"メモリーステイツ 
ク"を持参します。プリントしたい画像にあらかじめ曾^プ 
リント予約)マークを付けておくことちでをます。 



ダイレクトプリントする ( Pic 旧 ridge 対応プリンター使用） 


円 C 旧 ridge 対応プ U ンターなら 、本機 
で撮影した画像をバソコンなしでプ U 
ントでをます。 

バ PktBridge 

• rPic 旧 ridge 」 は、「ピクトブ U ツジ」と読み 
ます。力;><ラ映像機器工業会 ( CIPA ) で制定 
された統一規格のことです。 

シングルプリント 

1枚のプ U ント用紙に1枚の画像をプ U 
ントします。 



インデックスプリント 

1 枚のプ U ント用紙に複数の画像を縮ル 
プリントします。 *1 枚の画像を繰り返し 
プリントしたり （©) 、選択した画像をイ 
ンデックスプ U ント(⑤)できます。 

① @ 


田田 19 

r、- か : ra 
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魁巧關 
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i. 遍懲|.直.| 


• インデックスプ U ントはプ U ンターによっ 
ては対応していない場合びあります。 

• プ U ンターによって、1枚のインデックス 
プ U ントでプ U ントされる画儘枚数は異な 
ります。 

•動画はプ U ントでをません。 

• 本機の画面でがび約日破間点滅したら 
(プ I 」 ン ターからのエラー 通知）、接続して 
いるプ U ンターを確認してください。 


操作1:本磯を準備ずる 


本機とプ U ンターを US 臣接続するため 
に、本機を設定します。 

インデックスポタン 




コント n — ル 
ボタン 


MENU ポタン 


• プ U ントの途中で電源び切れないよラにす 
るため、 AC アダプターのご使用をおすすめ 
します。 

1 MENU ボタンを巧し、メニューを 
表でする。 

2コント□—ルボタンの、►で[田 
(セットアップ)を選ぶ。 

3コント□—ルボタンの▼で[号] 
(設定 2) を選び、 ▲/▼/ ►で [USB 
接続]を選ぶ。 

4 ►/ ▲で [ PictBridge ] を選び、中央 
の♦を巧す。 



US 目接続び設定される。 


B 静止画をプリントする 


67 












ダイレクトプリントずる ( Pic 旧 ridge 巧応プリンター使用）（つヴき) 


操作2:本機とプリンターをつ 
なぐ 


1 付属のマルチ端子専用ケーブルで、 
本機のマルチ接続端子とプリン 
ターの USB 端子を接続する。 


マルチ接続端子へ 



2本機とプリンターの電源を入れる。 


接続び完了すると、画面に 
か7—クび表おされる。 


_ I — 
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本機が再生モードになり、画像とプリン 
トメニューび画面に表示される。 


操作3:プリントずる 


モードダイヤルの位置に関係なく、操作 
2び終わった時点で、画面にプ U ント;>< 
こユーび表示されています。 


1 コント□—ルボタンの ▲/ ▼で希望 
のプリントの種類を選び、中央の 
♦を巧す。 



[フオルダ内をて] 

フオルダ内すベての画像をプリント 
する。 

[ DPOF 画像] 

表示されている画像と関係なく、曾户 
(プ U ント予約)マーク （71 ページ)び 
付いているすべての画像をプ IJ ント 
する。 

曜択] 

画像を順に選ぶ。選んだすべての画 
像をプリントする。 

①プ U ントしたい画像を ◄/ ►で選び、 
中央の♦を押す。 

選んだ画像に>/マークび付<。 

• 他の画儘も選ぶには、この手順を繰 
り返す。 

@▼で[プ U ント]を選び、中央の♦を 
巧す。 
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[この画像] 

表示されている画像をプリントする。 

• この項目で[この画像]を選び、:欠の手順 
2の[インデックス]を[入]にすると、1 
枚の画儘を繰り返しインデックスプ I 」 
ントします。 

2 ▲/▼/◄/ ►でプリント設定する。 



[インデックス] 

インデックスプリントするとをは 

[入]を選ぶ。 

[サイズ] 

用紙サイズを選ぶ。 

[日付] 

日付を挿入するときは[年月日]また 

は[日時分]を選ぶ。 

• [日付]で[年月团を選んだ場合、^抑 
冊。まじめに」手順2 で選んだ表示順の 
年月曰び挿入されます。ただし、プリン 
ターによっては対応していない場合び 
あります。 

败数] 

-[インデックス]び[切]のとさ： 
画像のプ IJ ント枚数を設定。シン 
グルプ U ントされます。 

-[インデックス]び[入]のとさ： 
選択した画像のインデックスプリ 
ント枚数を設定。手順1で[この画 
像]を選んだときは、同じ画像を] 
枚の用紙に並べる数になります。 


• インデックスプ U ント時、画像の枚数に 
よっては、1枚の用紙に指定枚数分の画 
像び収まらないことびあります。 

3 ▼/ ►で[実行]を選び、中央の♦を 
巧す。 

画像がプ U ントされる。 

• ^^聲(マルチ端モ専用ケーブル扳き禁 
止)マークび画面に表示されているとを 
は、マルチ端テ専巧ケープルを抜かない 
で < ださい。 

が 

应)-(マルチ 

コリ話中 端子専用ケー 

-ブル巧き禁 

I 齊 I 止) マー ク 

他の画像をプリントずるには 

手順3のあと、 ▲/ ▼で[選択]を選んで画 
像を選び、手順1か6行ラ。 

インデックス画面でプリントずるには 

「操作1:本機を準備する」 （67 ページ） 

と r 操作2 :本機とプ U ンターをつなぐ」 
(68 ページ)の後、1；(下を行ってくださ 
い。 

本機とプ U ンターを接続すると、プ U ン 
卜;ニューび表示されます。[キャンセ 
ル]を押してプ IJ ントメニューを消して 
から下記の手順を行ってください。 

① H (インデックス)ボタンを巧す。 
インデックス画面び表示される。 

© MENU ボタンを巧す。 

メニューび表示される。 




静止画をプリントずる 
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ダイレクトプリントずる ( Pic 旧 ridge 巧応プリンター使用）（つヴき) 


③ ►で [&] (プ U ント)を選び、中央の ♦ 
を巧す。 

④ ◄/ ►で希望のプリント種類を選び、中 
央の♦を巧す。 



画像を順に選ぶ。選んだすべての画像 
をプ U ントする。 

プ1」ントしたい画像を ▲/▼/◄/ ►で選 
び、中央の♦を巧してマークを付け 
る。（他の画像ち選ぶには、この手順を 
繰0返す。）次に、 MENU ボタンを押 
す。 


[ DPOF 画像] 

表示されている画像と関係な<、国^ 
(プリント予約)マークび付いているす 
ベての画像をプ U ントする。 

[フオルダ内全て] 

フオルダ内のすべての画像をプ U ント 
する。 


⑥ r 操作3:プリントする」巧8ページ)の 
手順2〜3を行ラ。 
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お店でプリントずる 


画像を撮影した"メモリースティッ 
ク"をプリントサービス店に持参しま 
す。 DPOF 規格対応のお店でプリント 
するときは、曾/(プリント予約)マーク 
を付けて、プリントしたい画像を本機で 
あらかじめ予約でをます。 

DPOF (ディーポフ)規格とは 

Digital Print Order Format の略です。 
国/(プ iJ ント予約)マークを付けて、プ 
U ントしたい画像を"メモリース 
ティック"上に指定することびでをま 
す。 

• DPOF 姉芯プ U ンター、 PictBridge 対応プ 
U ン ターで ち、プ U ント予約 マークを 付け 
た画债をプ U ントでをます。 

• 動画はプ U ント予約マークび付けられませ 
ん /。 

• マルチ達写で撮影した画像は、16分割され 
た一枚の画像としてプ U ント予約マークび 
付さます。 

お店に"メモリースティック"を持参 
ずるとをには 

•対応しているモ U - スティック"の 
種類はお店にお問い合わせください。 

• "メモリースティック"に対応していな 
いプリントサービス店の場合は、 CD-R な 
どに画儘データをコピーして持参してくだ 
さい。 

• "メモ U —スティックデュオ’の場合は 
メモ U —スティックデュオアダプターち 
持参してください。 

• プ U ントサービス店をご利巧前に、必ず 
データのバックアップを取って<ださい。 

• プ U ント枚数の設定はでをません。 


シングル画面でプリント予約 
マークを付ける 


コント □— ル 
ボタン 



MENU ボタン 


1 予約したい画像を表示する。 

2 MENU ボタンを巧し、メニューを 
表でする。 

3コント□—ルボタンの◄/►で 
[ DPOF ] を選び、中央の ♦ を巧す。 

画像に 〇/( プリント予約) マークび 付 

く。 

口"虹.2/9圓 —が 


4他の画像にちマークを付けたいと 
きは、 ◄/ ►でマークを付けたい画 
像を表示させ、中央の♦を巧す。 

シングル画面でプリント予約マークを 
消すには 

手順3または4で中央の ♦ を押す。 


静止画をプリントずる 
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お店で プ u ントする(つヴを) 


インデックス画面でプリント予 
約マークを付ける 


1 インデックス画面にずる。（一が 
冊「はじめに J 手順の 


2 MENU ボタンを巧し、メニューを 
表でする。 


8 ►で[実行]を選び、中央の♦を巧 
す。 

曾^マークび白色に変わる。 


中止するには、手順4で[キャンセル]、 
または手順8で[終了]を選んで中央の ♦ 
を押す。 


3コント□—ルボタンの◄/►で 
[ DPOF ] を選び、中央の ♦ を巧す。 


4 ▲/ ▼で[選択]を選び、中央の♦を 
巧す。 

• [フオルダ内全て]で^マークを付けら 
れません。 


インデックス画面でプリント予約マー 
クを消ずには 

手順日でマークを消したい画像を選び、中 
央の♦を巧す。 

フオルダ巧の全画像の予約マークを消 
ずには 

手順4で[フオルダ内全て]を選び、中央の 
♦を押し、次に[切]を選んで • を押す。 


5マークを付けたい画像を ▲/▼/◄/► 
で選び、中央の♦を巧す。 

画像に緑色の圏^マークげ付く。 


II しが 
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緑色の 
が マー ク 


6他の画像にちマークを付けたいと 
きは、手順5を繰り返す。 


7 MENU ボタンを巧す。 
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テレビにつなぐ 

テレビで見る 


本機とテレビをつないで、撮影した画像 
をテレビで見ることびできます。 

本機とテレビの電源を切つた状態で接 
続して < ださい。 


1マルチ端子専用ケーブル(付属)で 
本機のマルチ接続端子とテレビの 
映像/音芦入力端子を接続ずる。 



• 本機を置くとさは、画面を上にする。 

• テレビの音声入力端子びステレオタイ 
プのときはマルチ端モ専用ケーブルの 
音声プラグ(黒)を左音声端子に接続す 
る。 


2テレビの電源を入れ、テレビ/ビ 
デオ切り換えスイツチを「ビデオ」 
にする。 

•詳しくは、テレビの取扳説日月書をご覧く 
ださい。 


3本機のモードダイヤルを r 面」に 


して、電源を入れる。 
モードダイヤル 



撮影した画像びテレビに表示される。 

コント□ールボタンの ◄/ ►で画像を 
選ぶ。 


• 海外で見るとさは[ビデオ信号出力]の 
切り換えび必要な場合びあります 
(49 ページ）。 


■テレビにっなぐ 
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困ったとさは 

K 障かな？とおった6 


困ったときは、下記の流れに従ってください。 







—•電源 


バッテリーぴ充電できない。 

• 電源び入っていると巧電でをません。 電源を巧るい别拙「はじめに」手順巧。 

本機にバッテリーを入れ5れない。 

•バッテリーの先端でバッテ U - 取りはずしつまみをカメラ正面側に押しなびら入れる 
い別冊「はじめに」手順1)。 

• 正しい向きに入れる〇筑/砸厂なじめに7ま/《导り。 


バッテリー充電中、そ/チャージランプび点滅ずる。 

•バッテ U - び正しく取り付けられているか確認する卜拂册厂なじかに7ず/腰7)。 
•バッテリーび消耗しています。 AC アダプターを1度抜を差ししてからバッテリーを充電 
する。 

•バッテ U —び故障している可能性びあります。テクニカルインフオメーシヨンセンターに 
問い合わせる(裏表紙)。 


バッテリー充電中、4 /チャージランプび点 I なしない。 

• AC アダプターびはずれていないか確認する。 

•バッテリーび正しく取り付けられているか確認する卜拂册厂なじがに y 巧艇7)。 

• 充電び完了していると、 そ /チャージランプは点むしません。 

•バッテ U —び消耗しています。 AC アダプターを1度损き差ししてからバッテ U —を充電 
する。 

• AC アダプターび故障している可能性びあります。テクニカルインフォメーションセン 
ターに問い合わせる(裏表紙)。 


バッテリーの残 量 表示が正しくない。またはバッテリー残 量 表示が巧分なのに電源がずぐ 
切れる。 

•温度び極端に高いまたはないところで使巧しているとをの現象です (9 日ページ)。 

•残量表示と実隙の鶏量にズレび生じています。バッテ U —を1度使い切ってから充電する 
と正しい表示に戻ります。 

•バッテリーび消耗しています。充電されたバッテリーを取り付ける卜历/挪厂なじめに y ぞ 
順1)。 

•パ’ッテ U —の寿命です (9 日ページ)。新しし V くッテ U —と交換する。 


困つたとをは 
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巧障かな？とおった5(つヴき) 


バッテリーの消耗び早い。 

• 帝がに祝 m するい別冊「はじめに」手順 1) 

•温度び極端に低いところで使巧しているとをの現象です (90 ページ)。 

•バッテ U —端子び巧れていると、充電び充分でをません。綿棒などで掃除する。 
•バッテ U - の寿命です (90 ぺージ)。新しいバッテリーと交換する。 

•バッテ U —の充電び終わったら、 DC プラグを本機から取りはずす。 


電源び入6ない。 

•バッテ U - び正しく取り付けられているか確認する(一測挪厂なじかに y ず/腰プ）。 

• AC アダプターびはずれていないか確認する。 

•AC アダプターび故障している可能性びあります。テクニカルインフオメーションセン 
ターに問い合わせる(裏表祇)。 

•バッテ U - び消耗しています。充電されたバッテ U - を取り付ける(一視/挪厂なじめに y 手 
池导プ)。 

•バッテ U —の寿命です (90 ページ)。新しいバッテ U —と交換する。 


電源が途中で切れる 

• 操作しない状態び 3 分 ULL 続くと、バッテ U —の消耗を防ぐため、自動的に電源び切れる。 

電源を入れなおずか、 AC アダプターを使ラ い别概 n まじめに」手順1)。 

•バッテ U - び消耗しています。充電されたバッテ U - を取り付ける(一筑脯厂なじめに y 手 
順れ。 


静止画/動画を撮る 


電源を入れてち画面がつかない。 

• 画面をオンにする （18 ページ)。 

撮影でをない。 

• "メモリースティック" 巧： K っているか媽 m するい別拙。まじめに」手順 3) 。 

• "メモリースティック"の空去容量を確認ずる （14 ページ)。いっぱいのときは、下記の 
いずれかを行ラ。 

-不要な m 象を m 痛する(一別拙「はじめに j 手順6)。 

- ‘；><モリースティック"を交換する。 

• "メモ U —スティック"の誤消去防止スイッチを解除ずる (88 ページ)。 

• フラッシュ巧電中は撮影で去ません。 

• 静止画撮影時は、モードダイヤルを ra 、 で」、 「 M 」、 rscN 」 にする。 

• 動画撮影時は、モードダイヤルを ridi 」 にする。 

•動画撮影時、画像サイズび [640 (ファイン)]になっているときは、下記いずれかを行ラ。 
-画像サイズを [64 日（ファイン)]政外にする。 

-‘メモ U —スティック PRO ’ を入れる (88 ページ)。 



画面に被写体び写らない。 

• モードダイヤルを「因」 U (がにする （21 ページ)。 

撮影に時間がかかる。 

• NR ス□ーシャッター機能び働いている （22 ページ)。故障ではありません。 

動画撮影時、画面び青<なって被写体び写らない。 

• マルチ接続端テにマルチ端子専用ケーブルびつなびった状態で、画像サイズび [640 (ファ 
イン)]に設定されていると、画面び青くなります。マルチ端子専巧ケープルを损くか、画 
儘サイズを[目40 (ファイン)]切州こする 卜別冊「はじめに」手順4)。 


ピント（フォーカス）が合わない。 

• 被写体び近すざるためです。近接(マクロ)撮影モードにし、最短撮影距離 ( W 側約 6 cm 、 
T 側約3日 cm ) より離して撮影する (一別概「はじめに j 手順5)。 

• 静止画撮影時、シーンセレクションの J (夜景モード)、困偶景モード)、ぶ i を(巧ち上げ花 
乂モード)び選ばれていると、ピントび合わない場合びあります。 

• フォーカスプリセツトになっているときは、才ートフォーカスに戻す (27 ぺージ)。 

• 「ピントび合わないときは」 （28 ページ)をご覧ください。 

光学 ズームび できない。 

• 動画撮房中はズーム倍率を変更でさません。 

プレシジョンデジタルズームびできない。 

• [デジタルズーム]を[プレシジョン]にする (42 ページ)。 

• 勘画撮影時はプレシジョンデジタルズームでをません。 

スマートズームがでをない。 

• [デジタルズーム]を[スマート]にする （42 ページ)。 

• 下記のとを、スマートズームでをません。 

-画儘サイズび [7 M ]、 巧: 2] 

-マルチ連写時 
-動画撮影時 


困つたとをは 
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巧障かな？とおった5(つヴき) 


フラッシュ撮影びでをない。 

• フラッシュの設定びを焼光禁止)になっている(一谢册厂なじめに y ま艇巧。 

• 切下のとをは、フラッシュ撮影でをません。 

- [ Mode ] (撮影モード)び[連写]または[マルチ連写]のとを(3日ページ） 

-シーンセレクションの J (夜景モード）、な(キャンドルモード）、;さた(巧ち上げ花火モード） 
げ還はがているときい別滞「はじめに」手順 5) 

-モードダイヤルび riHi 」 のとき 

• シーンセレクションの团(風景モード)、る(スノ ーモード）、巧 =( ビーチモード)、づ f (高 
速シャッターモード)び選ばれているとをは、 が谁 m 発 m にするい別冊「はじめに J 手順 

5)。 


近接(マク〇)撮影びでをない。 

• シーンセレクションの J (夜景モード)、 团 (風景モード)、2(キャンドルモード)、. ぶ fc (巧 
ち上げ花火モード)び選ばれているとをは、近接(マク〇)撮影でをませんに5ページ)。 

正しい撮影日時び記録されない。 

• 日付-時刻を合わせる(一谢邸厂なじめに y ま！章巧。 

シャッ ターを半巧しずると F 値、 シャッ タースピードび点滅ずる。 

• 露出び合っていません。露出補正するに2ページ)。 

フアインダー内に横線が見える。 

• ファインダーの構造によるちのです。故障ではありません。 

画像び暗い。 

• 逆光になっています。測光モード選択に8ページ)、または露出補正に2ページ)する。 

• 画面び暗いときは、 LCD バックライトの明るさを調節する (48 ページ)。 

• 画面をオンにする （18 ページ)。 


画像が明るい。 

• 舞台など暗いところでスポットライトび当たっているげ態で撮影しています。露出補正す 
るに2ページ)。 

• 画面び明るすざるとをは、 LCD バックライトの明るさを調節する （48 ページ)。 


78 


画像の色び正し < ない。 

• ピクチャーエフェクトを解除する (32 ぺージ)。 

明るい被写体を写すと、縦に尾を引いたような画像になる。 

• スミアといラ現象です。故障ではありません。 

暗い場所で画面を見ると画像にノイズび目立つ。 

• 暗い場所でも確認できるように、画面を一時的に明るくする機能び働いています。撮影さ 
れる画像には影響ありません。 

被写体の目びホく写る。 

• 赤目軽減モードにする (43 ページ)。 

• 被写体に近づいてフラッシュ推奨撮影距離内(一則挪厂なじめに y 手/艇巧で撮影する。 

. 室内を日月るくして撮影する。 

ファインダーで見た画像と記録される画像の節固びずれる。 

•被写体との距離び近いとき、視差(パララックス)により生じる現象で、故障ではありませ 
ん。近い被写体のときは、画面で構図を確認してください。 


運写できない。 

• "メモ U —スティック"の容量びいっぱいです。不要な画像を削除する(一^§?/棚厂なじめに_7 
手順6)。 

•バッテ U - の残量び足りない。充電されたバッテリーを取り付ける。 


画像を見る 


「パソコン」 （ 80 ページ)もあわせてご覧ください。 


再生できない。 

• モードダイヤルを「因」にする （21 ページ)。 

•パソコンで名前を変更したフオルダ/ファイルは再生で去ないことびあります。 
•パソコンで画像を加工したファイルや、本機!;(がで撮影した画像は本機での再生は保証い 
たしません。 

• USB モードになっています。接続を終了する (58 ページ)。 

表示直後に再生画像が粗い。 

• 画像処理のため、表示直後は画像び粗くなります。故障ではありません。 


困つたとをは 
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巧障かな？と思った5(つヴき) 


テレビに画像び出ない。 

• [ビデオ信号出力]び [ NTSC ] になっているか確認する (49 ぺージ)。 

• 接続び正しし、か確認する (73 ぺージ)。 

• マルチ端デ専巧ケープルび USB 端テに接続されている。正しい手順に従って取りはずす 
(己8ページ)。 


画像を削除ずる/編集する 


削除でをない。 

• 画像のプ□テクトを辭除する (36 ページ)。 

• "メモ U —スティック"の誤消去防止スイッチを辭除ずる (88 ページ)。 

誤って消してしまった。 

• 1度削除した画像は元に戻せません。画像にプ□テクトをかける(3日ページ)か、"^モリース 
ティック"の誤消去防止スイッチを 「 LOCK 」 にする (88 ページ)と誤消去を防げます。 

リサイズびでをない。 

• 動画/マルチ達写画像は U サイズで去ません。 

プリント予約マークび巧かない。 

• 動画にはプ U ントず約マークを付けられません。 

動画を分割でをない。 

•充分な長さ(約2砂間)のない動画は分割でをません。 

• 画像のプ□テクトを辭除する (36 ページ)。 

• 静止画は分割でをません。 



パソコンとの接続ち法や最新ヴポート情報はデジタルイメージングカスタマーヴポー 
卜のホームページをご覧ください。 

Shag ? http :// www . sony . co . jp / cybet "- shot / support / 


対応している OS び分からない。 

• 「パソコンの推奨使用環境」を確認する巧2、63ページ)。 


USB ドライバをインストールでさない。 

• Windows 20日日を使巧している場合は、 Administrator 償理者権限)でログオンする 
(己3ページ)。 
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本機が八ソコンに認識されない。 

•み儀の電源げ入っているか mm するい別冊「はじめに」手順2)。 

•バッテリー残量び少ないときは、 が:アグプターををおするい別冊「はじめに」手順1)。 

• 接続には、付属のマルチ端モ専用ケーブルを使ラほ5ページ)。 

• 1度パソコンと本機からマルチ端子専巧ケープルを损いて再びしっかりと差し込み、 
rusB モード標準」と表あされているか確認する (5 日ぺージ)。 

• [ US 巨接続]び[標鞋になっているか確認する (49 ぺージ)。 

•パソコンの US 巨端子に、本機/キーボード/マウス切がの機器び接続されているとさは、 
取りはずす。 

• USB 八ブ経由などでな <、本機とパソコンを直接接続する (55 ぺージ)。 

• USB ドライバびインス I -ールされていないとをは、インス I -ールする （53 ページ)。 

• CD - ROM 咐顧から ruSB ドライバ」をインス I -- ルする前に、マルチ端子専用ケーブル 
で本機とパソコンを接続したため、デバイスび正し<認識されていない。正しく認識され 
なかったデバイスを削除してから USB ドライバをインストールする（次の項目）。 


本機とパソコンを USB 接続しても、パソコン画面に r リムーバスレディスク」び表示されなし、。 

• 下記の手順をパソコンで巧い、 USB ドライバをインス I -ールしなおす。 

下は、 Windows バソコンの手順です。 

1[マイコンピュータ]をちク U ックしてメニューを表示し、[プ□パティ]をクリック。 

「システムのプ□パティ」画面び表示される。 

2 [ A - ドウエア]タブー[デバイスマネージ巾]の順にクリック。 
• Windows 98/98 SE / Me をお使し'!の場合は、[デバイスマネージャ]タブをク U ック。 
「デバイスマネージャ」び表示される。 

3「一 rSony DSC 」 をちクリックし、悄り除]一 [0 K ] の順にク U ック。 

デパ’イスび削除される。 

4 USB ドライバをインストールする（日3ページ)。 


画像をコピーでさない。 

• 本機とパソコンを正しく USB 接続するほ5ぺージ)。 

• 0 S に対応した手順でコピーする巧己、63ページ)。 

•パソコンでフオーマットした"メモ U - スティック’で撮該した場合、画像をコピーできな 
いことびあります。本機でフオーマットした"メモ U —スティック’で撮該する (46 ペー 
ジ)。 

USB 接続をしたときに f icturePackage」 が自動起動しない。 

• rPicturePackage Menu 」 を起動し、[設定]を確認する。 

•} くソコンの電源を入れた状態で USB 接続をする (5 日ページ)。 


困つたとをは 
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巧障かな？と思った5(つヴき) 


画像を再生でをない。 

• rPicturePackage 」 をお使いの場合は、各画面ち上のヘルプをご覧ください。 

•パソコン一力一またはソフトウエアメーカーにお問い合わせください。 

動画を再生ずると画像や音び途切れる。 

• "メモリースティック"から直接再生すると、画像や音び途切れます。パソコンの八ード 
ディスクに動画をコピーして、八ードディスクのファイルを再生するほ3ページ)。 


画像をプ U ントでをない。 

• プリンターの設定を確認する。 

パソコンからコピーした画像ファイルび本機で見5れない。 

• 「1日 1 MSDCF 」 など本機で認識するフォルダにコピーする (59 ページ)。 
• 正しい手順で操作する (60 ページ)。 



本機に入らない。 

• 正しい向きで入れる(一巧脯厂なじめに7ま/《导ぶ。 


記録でをない。 

• "メモ U —スティック"の誤消去防止スイッチを解除する (88 ページ)。 

• "メモ U —スティック"の容量びいっぱいになっているときは、不要な画像を削除する 
い別冊「はじめに」手頗6)。 

.動画を画儘サイズ「目4日（ファイン)」で撮影するときは、"メモ U —スティック PRO " 
を使巧する （19 ページ)。 


フォーマツ トでさない。 

• "メモ U —スティック"の誤消去防止スイッチを解除ずる (88 ページ)。 


誤ってフォーマットしてしまった。 

• モ U —スティック"内のデータはすべて消去され、元に戻せません。誤消去防止ス 
イッチを 「 LOCK 」 にする (88 ぺージ)と誤フォーマットを防げます。 
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PictBridge 対応プリンター 


プリンターと接続できない。 

• 本機は、 PictBridge が対応プリンターには直接接続できません。対応の有無は、プリン 
夕一のメーカーにお問い合わせください。 

• プ U ンターの電源び入り、接続可能な状態になっていることを確認する。 

• [ US 巨接続]び [ PictBridge ] になっているか確認する (49 ぺージ)。 

• マルチ端テ専巧ケープルを扳いて、接続しなおす。プ U ンターにエラー表おび出ている場 
合は、プ U ンターの取掘説明書をご覧ください。 


プ U ントでをない。 

•本機とプ U ンターびマルチ端モ専用ケーブルで正しく接続されているか確認する。 

• プ U ンターの電源び入っているか確認する。詳しくはプ U ンターの取扱説明書をご覧くだ 
さい。 

• プ U ント中に[終了]を選ぶと、再びプ U ントできない場合びあります。マルチ端子専巧 
ケープルを扳いて、接続しなおす。それでも復帰しないとをは、マルチ端子専巧ケープル 
をちラ1度损を、プ U ンターの電源を入れ直してから接続しなおす。 

•動画はプ U ントでさません。 

• 本機切列で撮影した静止画、またはパソコンで加工した画像はプ U ントでさない場合びあ 
ります。 

プ U ントび中断される。 

• €$^(マルチ端子専巧ケープル损走禁止)マークび消える前に、マルチ端子専用ケープルを损 
いた。 

曰付挿入/インデックスプリントびできない。 

• プ U ンターび日付挿入/インデックスプ U ントに対応してない。対応の有無は、プリン 
夕一のメーカーにお問い合わせください。 

• プ U ンターによっては、インデックスプ U ントでは日付び挿入されない場合びあります。 
プ U ンターのメーカーにお問い合わせ<ださい。 

日付部分に r. 」などび印刷される。 

•画像ファイルに印刷可能な撮影日時情報び入っていない。[日付]を脚]にしてプリントし 
て < ださい(目9ページ)。 

プリントしたい用紙サイズが選択でをない。 

• プ U ンターびプ U ントしたい用紙サイズに対応しているか、プ U ンターのメーカーにお問 
い合わせください。 


困つたとをは 
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巧障かな？と思った5(つヴき) 


プリンターの用紙サイズどお0にが刷でをない。 

•本機とプI」ンターを接続した後にプ U ンターの用紙を別のサイズの巧紙と取り換えた場 
合は、1度マルチ端子専巧ケープルを损いてプ U ンターを接続しなおしてください。 

• 本機での印刷設定と、プリンターの設定び合っていない。本機の用紙サイズ設定を変更す 
る (69 ページ)か、プI」ンターの巧紙設定を変更する。 

印刷を中止ずると、他の操作びでさない。 

• プリンターび印刷中止の処理をしているので、しばらくお待ちください。プリンターに 
よっては時間びかかることびあります。 


その他 


操作を受け付けない。 

• 本機で使えるノ くッテ U —を使ラ（9日ページ)。 

• 巧表示時は、バッテ U —鶏量びみない。 祝電するい別冊「はじめに」手順1)。 

• AC アダプターを、 DC IN 端テとコンセン トにしっけり差し化むい別冊「はじめに」手順 

れ。 

電源び入っているのに操作できない。 

• 巧部システムび誤動作しています。バッテリーを取りはずし、約1分後再びバッテリーを 
入れ、本機の電源を入れる。これでち操作でをないときは U セットする （74 ページ)。 

画面上の表示が分か5ない。 

. 14ページをご覧ください。 

レンズびくもる。 

• 結露している。電源を切って約1時間そのままにしてから使巧する (91 ページ)。 

長時間使用ずると、本機が熱くなる。 

•故障ではありません。 

電源を切ってちレンズび収納されない。 

•バッテI」一び消耗している。巧電されたバッテ U- を取り付けるか、 AC アダプターを使 
巧する い別冊「はじめに」手順1)。 

電源を入れると、時刻設定画面が表示される。 

• 時刻を設定しなおす 別冊「はじめに j 手順ろ。 
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自己診断表おと警告表示 


自己診断表示 


画面にアルフアベットで始まる表示び 
出た5、本機の自己診断機能び働いてい 
ます。表示の末尾2巧 (□□) の数字は、 
本機の状態によって変わります。 

下記の対処を2、3度繰 D 返してち正常 
な状態に戻らないときは、テクニカルイ 
ンフオ；>< ーシヨンセンターにご相談く 
ださい(裏表紙)。 


c ：32 ：nn 

• A — ドウてアの異常。電源を入れなお 
す。 

c：i3：nn 

• データび読めない/書けない。"メモ 
U —スティック"を数回损を差しす 
る。 

•フオーマットしてし、なし、ソモ U — 
ステイック"を入れた。フオーマット 
する （4 目ページ)。 

•本機では使えない"メモリース 
ティック’を入れた。またはデータび 
壊れている。"メモ U- スティック" 
を交換する (88 ページ)。 

E：6i：nn 

E：9i：nn 

•何らかの異常び起きている。リセット 
(74 ページ）してから、電源を入れる。 


警告表示 


画面には、なのよラな表示び出ることげ 
あ0ます。 


電源を入れ直してください 

• レンズの誤動作です。 


な 

•バッテ U —の鶏量びみない。バッテ 
U - を充電する い別冊「はじめに」手 
順。。 ご使用状況やバッテ U —の種類 
によっては、バッテ U —残量び5分か 
ら10分でも点滅することびありま 
す。 


"インフォリチウム"バッテリーを使っ 

て < ださい 

• "インフォリチウム"対応政列の 
バッテ U —を使っている。 

システム エラー 

• 電源を Ml なおすい別冊「はじめに」 
手順2)。 

メモ U — スティックびあ0ません 

•">< モリースティック"を入れてく 
たさいい別冊「はじめに手順 3) 。 

メモリーステ ィッ クエラー 

•">< モ U —スティック"を入れなお 
す。 

•本機では使えないモリース 
ティック"び入っている （88 ぺ一 
ジ)。 

•">< モ U —スティック"び壊れてい 
る。 

•">< モ IJ ースティック"端デび巧れ 
ている。 


困つたとをは 


扣 




自己診断表示と警告表示(つヴを) 


身戶巧応のメモリースティックです 

•本機では使えない"メモリース 
テイック"び入っている （88 ペー 
ジ)。 


ソオーマツト - L フー 

• フオーマツ トしなおす (46 ページ)。 


メモ ij — スティックび n ックされていま 
ず 

• "メモリースティック"の誤消去防 
止スイッチを解除する (88 ページ)。 

メモ IJ ースティックの残量があ0ません 

• 不要な画像やデータを消去する(—翊 
冊「はじめに_!手順6)。 

読み出し専用のメモリースティックでず 

•この"メモリースティック"への画 
像記録や消去はでをません。 

このフオルダにはファイルびありません 

• フオルダ内に画像び記録されていな 
い。 

•パソコンからのファイルコピー方法び 
正しくない (60 ぺージ)。 


フオルダ エラー 

•上3おの番号び同じフオルダび"メ 
モ IJ ースティック"内にある。（例： 
123MSDCF とに 3A 巨 CDE)。 別の 
フオルダを選択するか、フオルダを作 
成する (4 目ページ)。 


これ L ソ上フォルダ作成でをません 

• 上3巧の番号び「999」のフォルダび 
"メモ IJ ースティック"内にある。 

本機でこれ！;(上のフォルダを作成でを 
ません。 


記録できません 

• 本機で記録フォルダに設定でをない 
フォルダを選択した。他のフォルダを 
選択する (47 ページ)。 

ファイル エラー 

• 画像再生時に異常び発生した。 

ファイルがプ□テクトされていまず 

• プ□テクトを解除する (36 ページ)。 

画像サイズオーバーでず 

• 本機で再生でをないヴイズの画像を再 
生しようとしている。 

分割でさません 

• 分割でをる充分な長さ(約2砂!;(上)び 
ない。 

• 動画ではない。 

無効な操作でず 

• 本機政列で作成したファイルを再生し 
よラとしている。 


m (手ぶれ警告表示） 

• 光量不足のため、手ぶれび起こりやす 
い状況になっているので、フラッシュ 
を使用する。または、=脚などで本機 
をしっかりと固定する。 


640 (ファイン）に対応していません 

• [64 日（ファイン)]の動画に対応して 
いるのは"メモ U —スティック 
PRO" のみ。"メモリースティック 
PRO" を入れるか、画像サイズを 
[640 (ファイン)]切州こ設定する。 
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接続巧を確認してください 

• 本機の設定び [PictBridge] になって 
いるのに、 PictBridge に対応してい 
ない機器と接続している。接続してい 
る機器を確認する。 

• 接続び確立でさない。マルチ端子専用 
ケープルを损いて、接続しなおす。プ 
U ンターにエラー表示び出ている場合 
は、プ U ンターの取掘説明書をご覧く 
ださい。 


PictBridge 機器と接続してください 

•プリンターと接続する前にプ U ントし 
よラとした。 PictBridge 対応のプ U 
ンターと接続する。 


プリントでさる画像があ0ません 

• プ U ント予約マークを付けないで 
に POF 画儘]を実行しようとした。 

• 畳]画しか入っていないフォルダを選ん 
で、[フォルタ巧全て]を実行しようと 
した。動画はプI」ントでさません。 


プ U ン ター ビジー 
用紙 エラー 
用紙がなくなりました 
インク エラー 

インクび少なくなりました 
インクがな<な0ました 

• プ U ンターを確認する。 


プ U ン ターエラー 

• プ U ンターを確認する。 

• プ1」ントしたい画像び壊れていないか 
確認する。 


• 接続しているプ1」ンターへのデータ転 
送び完了していない可能性びある。マ 
ルチ端子専用ケーブルを损かないでく 
ださい。 


処理中 

• プ1」ンターび印刷中止処理を行ってい 
る。処理び売了するまでは印刷でさま 
せん。プ U ンターによっては処理に時 
間びかかることびあります。 


困つたとをは 
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その他 

"メモリースティック"にごいて 


"メモ U - スティック"は、ルさくて 
軽いに記録メディアです。"メモリー 
スティック"のラち、本機で使えるのは 
下表のとおりです。ただし、すべての 
"メモ U —スティック"の動作を保証 
するちのではあ D ません。 


"メモリースティック"の 
種類 

記録•再生 

メモ IJ ースティック 

〇 

メモ IJ ースティック 
(マジックゲート/ 

高速データ転送対応） 

〇ツつ 

メモ IJ ースティックデュオ’ 1 

〇 

メモ IJ ースティックデュオ 
(マジックゲート/ 

高速データ転送対応）'1 

ぴ 2つ 

マジックゲート 
メモ IJ ースティック 

〇っ 

マジックゲート 

メモ IJ ースティックデュオ’ 1 

〇ッ 

メモ IJ ースティック PRO 

ベ 2,3’4 

メモ IJ ースティック PRO 
デュオ 

つ -2*3’4 


'' 本機でご使用の場合は、必ず^モリース 
ティックデュオアダプターに装着してか 
らお使い <ださい。 

’2マジックゲート搭載の"メモ U —ステ ィッ 
ク"です。"マジックゲート"とは暗号 
化技術を使って善作権を保護する技術で 
す。本機ではマジックゲート機能び必要な 
データの記録/再生はでをません。 

っパラレルインターフェースを利巧した高速 
データ転送に対応しております。 

動画の [640 (ファイン)]の記録びでをま 
す。 


•パソコンで フォー マットしたモ U- ス 
ティック"は、本機での動作を保証しませ 
ん /。 

•お使いの"メモ U- スティック"と機器 
の組み合わせによっては、データの読み込 
み/書を込み速度び異なります。 

"メモリースティック"（別売り）使用 
上のごミち意 

• 誤消去防止スイッチを先の細いものでスラ 
イドさせて 「LOCK」 にすると記録や編集、 
消まびでをなくなります。 


晒 rf - 


( N >(11 11 

- 

- 

LOCK 心 


] 

誤消去防止 


スイッチ 

M 


ラベル貼り付け部 

誤消ま防止スイッチの有無や位置、形状は、 
お使いの"メモ U —スティック"によって 
異なることびあります。 

• データの読み込み中、書を込み中には"メ 
モ U —スティック"を取り出さないでくだ 
さい。 

• 切下の場合、データび破壊されることがあ 
ります。 

-読み込み中、書を込み中にモ U —ス 
ティック"を取り出したり、本機の電源 
を切った場合 

-静電気や電気的ノイズの影響を受ける場 
所で使用した場合 

• 大切なデータは、バックアップを取ってお 
<ことをおすすめします。 

• ラベル貼り付け部には、専巧ラベル切州ま 
目、占らないで < ださい。 




• ラベルを貼るときは、所定のラベル貼り付 
け部に貼ってください。はみ出さないよラ 
にご注意ください。 

• 持ち運びや保管の際は、付属の収納ケース 
に入れて < ださい。 

• 端子部には手や金属で軸れないでくださ 
い。 

• 強い衝撃を与えたり、曲げたり、落としたり 
しないで < ださい。 

• 分解したり、改造したりしないでください。 
• 水に磊らさないで < ださい。 

• 切下のよラな場所でのご使用や保管は避け 
て < ださし、。 

-高温になった車の中や炎天下などの気温 
の高い場所 

-直射日光のあたる場所 
-湿気のをい場所や腐食性のちのびある場 
所 

"メモリースティックデュオ"（別売 
り）使用上のごま意 

• "メモ U —スティックデュオ"を本機で 
お使いの場合は、必ず";><モリースティッ 
クデュオ"を><モ1)ースティックデュオ 
アダプターに入れてからお使い<ださい。 
アダプターに装着されていない状態で挿入 
されますと";>^モリースティックデュ 
才"び取り出せな<なる可能'Iホびありま 
す。 

• "メモ U- スティックデュオ’を><モ 
IJ ースティックデュオアダプターに入れ 
るときは正しい挿入方向をご確認くださ 
い。 

• "メモ U- スティックデュオ’を><モ 
IJ- スティックデュオアダプターに装着 
して本機でご使胤こなるとをは、正しい挿 
入方向を確認の上ご使用ください。間違つ 
たご使用は機器の破損の原因となりますの 
でご注意 < ださい。 


• メモリースティックデュオアダプターに 

"メモ U —スティックデュオ"び装着さ 
れていない状態で、"メモ U —ステ ィッ 
ク"対応機器に挿入しないでください。こ 
のような使いかたをすると、機器に不具合 
び生じることびあります。 

• "メモ U- スティックデュオ"をフォー 
マットするとさは、"メモ IJ ースティック 
デュオ"を><モ1|ースティックデュオア 
ダプターに装着してください。 

• "メモ U —スティックデュオ"に誤消去 
防止スイッチびついている場合、誤消去防 
止を解除してお使い < ださい。 

"メモリースティック PRO " (別売 
り）使用上のごま意 

•本機で動作確認されている"メモリース 
テイック PRO" は 2G 目までです。 


そ 

の 

他 
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InfoLITHIUM (インフォリチウム)バツテリーに 
〇いて 


InfoLITHIUM (インフォリチウム）バツ 
テ U —について 

本機は"インフォリチウム"バツテ U- 
(R タイプ)のみ使用できます。 

(D InfoLITHIUM 

TYPE 

"インフォリチウム"バッテ U- は、本機と 
の間で、使巧状況に関するデータを通信する 
機能を持っている U チウムイオンバッテリー 
です。 

"インフォリチウム"バッテ U- び、本機の 
使用状況に応じた消費電力を計算してバッテ 
U —残量を分単位で表示します。 

巧電について 

周囲の温度び10む〜30むの環境で充電して 
ください。これし乂がでは、効率のよい充電び 
でさないことびあ0ます。 

バッテリーの上手な使いかた 

• 周囲の温度び低いとノ くッテ U —の性能び低 
下するため、使用でをる時間び短 < なりま 
す。ぶり長い時間ご使巧いただ < ために、 
バッテ U —をポケットなどに入れて温か< 
しておさ、撮 f ミの直前、本機に取り付けるこ 
とをおすすめします。 

• フラッシュ撮影、ズーム撮影などを頻繁に 
すると、パ’ッテ U —の消費び早くなります。 
• 撮影には予定撮影時間の2〜3倍の予備 
バッテリーを準備して、事前に試し撮りを 
してください。 

•バッテ U —は防水構造ではありません。水 
などに濡らさないよラにご注意ください。 

• 高温になった車の中や炎天下などの気温の 
高い場所に放置しないで<ださい。 


パッテリーの残量表示について 

バッテ U —の鶏量表示び充分なのに電源びす 

ぐ切れる場合は、本機で使い切ってから再び 

満充電してください。残量び正しく表示され 

ます。ただし長時間高温で使用したり、満巧 

電で放置した場合や、使用回数びをいバッテ 

U —は正しい表示に戻らない場合びありま 

す。 

パッテリーの保管方法について 

• バッテ U —を長時間使用しない場合でを、 
機能を維持するために、1年に1回程度満充 
電にして本機で使い切り、その樓本機から 
バッテ U —を取りはずして、湿度の低い涼 
しい場所で保管してください。 

• 本機でバッテリーを使い切るには、「スライ 
ドショー」再生 (36 ぺージ)にして、電源び 
切れるまでそのままにしてください。 

• 本機から取り出したノ（ッテリーは、接点巧 
れ、ショート等を防止するため、携帯、保管 
時は必ず付属の J くッテI」ーケースをご使用 
ください。 

バッテリーの寿命について 

•バッテ U- には寿命びあります。使巧回数 
を重ねたり、時間び経過するにつれバッテ 
U —の容量はみしずつ低下します。使用で 
をる時間び大幅に短 < なった場合は、寿命 
と思われますので新しいちのをご購入くだ 
さい。 

• 寿命は、保管方法、使用状況や環境、パッテ 
リーパックごとに異なります。 
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ほ用上のごを意 


■ 置いてはいけない場所 

• 異常に高温になる場所 
炎天下や夏場の窓を閉め切った自動車内は 
特に高温になり、放置すると変形したり、故 
障した D することびあります。 

• 直射曰光の当たる場所、熱器具の近< 
変色したり、変形したり、故障したりするこ 
とびおきます。 

• 激しい振動のある場所 
• 強力な磁気のある場所 
• 砂地、砂浜などの砂ぼこりのをい場所 
海辺や砂地、あるいは砂ぼこりび起こる場 
所などでは、砂びかからないようにしてく 
ださい。故障の原因になるばかりか、修理 
でをな < なることちあります。 

■ お手入れについて 
液晶国面ををれいにする 

液晶画面に指紋やゴ S び付いて巧れたとを 
は、別売りの液晶ク U —ニングキットを使っ 
て去れいにすることをおすすめします。 

レンズををれいにずる 

レンズに指紋やび付いて巧れたとをは、 
柔らかい巧などを使ってをれいにすることを 
おすすめします。 

DC プラグををれいにする 

AC アダプターの DC プラグを汚れたまま使 
わないでください。'汚れは乾いた綿棒などで 
拭き取ってください。巧れたままご使巧にな 
ると、正しく巧電されないことびあります。 


表面ををれいにする 

水や惦るま漏をみし含ませた柔らかい巧で軽 
く拭いたあと、からぶきします。本機の表面 
び変質したり塗装びはげたりすることびある 
ので、切下はご使用にならないで<ださい。 

• シンナー、ベンジン、アルコール、化学ぞラ 
きん、虫除け、殺虫剤のような化学薬品類 
• 上記び手についたまま本機を披ラこと 
• U ムやビニール製品との長時間の接触 

■ 動作温度にごま意ください 

本機の動作温度は約日で〜4日でです。動作温 
度範囲を越える極端に寒い場所や暑い場所で 
の撮影はおすすめでをません。 

■ 結露について 

結露とは、本機を寒い場所から急に暖かい場 
所へ持ち込んだとをなどに、本機の内部や列 
部に水滴び付くことです。この状態でお使い 
になると、故障の原因になります。 

結露が起こりやすいのは 

• スキー場のゲレンデから暖房の効いた場所 
へ持ち込んだとを 

• 冷房の効いた部屋や車巧から書い屋外へ持 
ち出したとを、など。 

結露を起こりにくくずるために 

本機を寒いところから急に暖かい所に持ち込 
むとをは、ビニール袋に本機を入れて、空気 
び入らないよラに密閉して<ださい。約1時 
間放置し、移動先の温度になじんでから取り 
出します。 

結露が起さたときは 

電源を切ってをち露びな < なるまで約1時間放 
置し、結露びなくなってからご使用くださ 
し、。特にレンズの内側に付いた結露び鶏った 
まま撮診すると、をれいな画儘を記録できま 
せんのでご注意ください。 
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使用上のごを意(つヴを) 


■ 巧蔵の巧電式電池について 


本機は曰時や各種の設定を電源の入/切に関 
係なく保持するために充電式電池を巧蔵して 
います。巧電式電池は本機を使巧している限 
り常に充電されていますび、使ラ時間び短い 
と徐々に放電し1か月程度まった<使わない 
と完全に放電してしまいまず。充電してから 
使用してください。ただし、充電式電池び充 
電されていない場合でを、曰時を記録しない 
のであれば本機を使ラことびでをます。 


充電方法 

本機に巧電されたバッテ U —を入れるか、 
AC アダプターを使ってコンセントにつない 
で、電源を切ったまま24時間切 上 放置する。 
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まな仕様 


本巧 


[電源•その他] 

[システム] 


使巧バッテ I 」一 

U チャージャブルバツテ U - 
バック NP - FR 1 

撮儘素子 

9.11 mm (1/1.8 型） 

カラー CCD 
原色フィルター 

電源電圧 

3.目 V 

バッテ U —端モ 
入力 

総画素数 

約7 41日0日日画素 

1.2 W 

カメラ 


消費電力 
(撮影時、液晶 


有効画素数 

約7 2010日日画素 

画面オン） 


レンズ 

カールツァイスバ1」才- 
テッサー 

3倍ズームレンズ 

動作温度 

0む〜+40で 


保巧温度 

-20 む〜+60む 


f =7.9〜 23.7 mm (3 已 mm 

外形寸法 

104.5 X 51 .5 X 27.9 mm 


カメラ換算では38〜 


(幅 X 高さ X 奥行を、最大突お 


114 mm ). F 2.8-5.2 


部を除 <) 

露出制御 

自動、マニュアル露出、シー 

本体質量 

約18 Og (バツテ U - 


ンセレクション (9 モード） 


NP - FR 1、 "メモ U - ス 

ホワイト 

オート、太陽光、曇天、 


ティツク" 、 iJ ストストラツ 

バランス 

堂光な、電球、フラッシュ、 


プなど含む） 


ワンプッシュ 

7イク□ホン 

エレクトレツトコンデンサマ 

記録ち式 

静止画： ExifVer . 2.2 


イク□ホン 

( DCF 準拠） 

JPEG 準拠、 DPOF 対応 

スピーカー 

ダイナ S ツクスピーカー 


動画： MPEG 1 準拠(モノラ 
ル） 

Exif Print 

対応 


PRINT Image 

対応 

記録メディア 

"メモリースティック’ 

Matching II 


フラッシュ 

推奨撮影距離(に0感度び 
オートのとを） 0.2 〜3.日 m 

Piet 臣 ridge 

対応 


( W ) の.3〜2.日 m ( T ) 

AC アダプター AC - LS 5/ LS 5 B 

[入出力端子] 


定格入力 



AC 1日日〜 240 V 、 

マルチ接続端子 



50/6日 Hz ' 11 W 

USB 通信 

Hi-Speed USB (USB 2.0 

定格出力 

DC 4.2 V * I 

[液晶画面] 

準拠） 


* その他の仕様については 

AC アダプターのラベルをご , 

覧< ださい。 1 

液晶 y ネル 

己. 1 cm (2.0 型) TFT 駆動 

動作温度 

〇む〜+ 40で 

総ドット数 

134 000 (560 X 240)ドット 

保巧温度 

-20む〜+6日で 



外形寸法 

約 48 x 29 x 81 mm (幅 X 
高さ X 奥行さ）（最大突起部 
を除 <) 



本体質量 

約 130 g (本体のみ） 
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まな仕様(つヴを) 


リチャージャブルバッテリーパック 
NP - FR 1 

使巧電池 U チウムイオン蓄電池 

最大電圧 DC 4.2 V 

公辄電圧 DC 3.6V 

容量 4.4 WhC1 220mAh) 

本機の仕様およびが観は、改良のため予告な 
<変更することびありますび、ご了承<ださ 
い。 
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保証書と アフターサービス 


必ずお読みください 

記録の客の補償はでをません 

万一、デジタルスチルカメラや";><モ 
U —スティック"などの不具合などに 
より記録や再生されなかった場合、記録 
内容の補償については、ご容赦ください。 

保証書は国のに限6れていまず 

このデジタルスチルカメラは国内仕様 
です。外国で万一、事故、不具合び生じ 
た場合の現地でのアフターサービスお 
よびその費用については、ご容赦くださ 
い。 

保証書 

• この製品には保証書び添付されていま 
すので、お買い上げの際お買い上げ店 
でお受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確 
かめの上、大切に保存して<ださい。 

アフターサービス 

■調子び悪いとさはまずチ王ックを 

"故障かな？と思った 5" の項を参考 
にして故障かどラかお調べ<ださい。そ 
れでち具合の悪いとさはテクニカルイ 
ンフォ ；>< ーシ ヨン センターにご相談く 
ださい(裏表紙)。 

■保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させ 
ていただをます。詳しくは保証書をご覧 
<ださし、。 


■保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でをる場含は、 
ご要望により有料修理させていただを 
ます。 

■部品の交換について 

この商品は修理の際、交換した部品を再 
生、再利用する場含びあります。その際、 
交換した部品は回収させていただをま 
す。 

■部品の保有期間について 

当社はデジタルスチルカ;>< ラの補修用 
性能部品(製品の機能を維持するために 
必要な部品)を製造巧ち切0後8年間保 
有しています。この部品保有期間び経過 
した後わ、故障個所によっては修理可能 
の場含びありますので、テクニカルイン 
フオメーシ ヨン センターにご相談くだ 
さい(裏表紙)。 



そ 

の 

他 
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用語の解説 


インス I -ールほ3、61、64ページ） 

ソフトウエアなどをコンピューターに 
コピーして組み込み、使用でさる状態に 
すること。 

"インフォリチウム"バッテリー 
(90 ぺージ） 

"インフォリチウム"対応機器とバッ 
テ U —の使用状況に関し、データ通信で 
をるバッテリー。 

才ー ト!のースフ驚蘇い別冊 r はじめ 
に J 手順 2) 

電源を入れたまま一定時間操作をしな 
いと、パ’ッテ U —の消耗を防ぐため、本 
機の電源げ自動的に切れる機能。 

拡張子ほ9、60ページ） 

ファイレの種類を表す3〜4文字の英 
数字のこと。ファイル名の未尾にピリオ 
ドで区切られた一番ち側の部分。 

画素 (11 ページ） 

画像を構成する最ル単位。画素数び多い 
ほど画像サイズび大を<なり、画像の觸 
像度び高 < なる。 

画像サイズ (11 ページ） 

画素数を縦 X 横で表示したサイズ。画像 
サイズび大さいと、画素数び多<なり画 
像の解像度び高<なる。 

光学ズーム (42 ぺージ） 

カメラのレンズ機能として拡大ズーム 
を行ラこと。 CCD とレンズの間の焦点 
距離を変化させることにより広角-望遠 
を切り換えるち式。画像の劣化はなし、。 


視差(パララックス） （79 ぺージ） 

ファインダーで見える範囲とレンズを 
通して液晶画面に写る範囲に差び生じ 
ること。被写体との距離び近くなるほど 
視差び大を < なる。 

シャッタースピード (9 ぺージ） 

撮影時に CCD に光を当てる時間のこと。 
シャッタースピードを速<すると動を 
のある被写体ち止まって写り、遅くする 
と流れて写る。 

スマートズーム (42 ぺージ） 

極めて画質莫化のかない、画質を優先し 
たデジタルズーム。光学ズームと同じよ 
ラな感覚で使える。ただし、最大ズーム 
倍率は設定して いる 画像サイズによっ 
て異なる。 

ドライパ (53 ぺージ） 

どのよラな周辺機器びどのよラに接続 
されているかをコンピューター側に知 
6せ、周辺機器を正しく動かすためにお 
要なソフトウエアのこと。 

ノイズ (10 ページ） 

CCD び光を受け取り信号として出力す 
るまでの過程で発生する画像のざらつ 
をのこと。 

半押し 卜別冊「はじめに J 手順 5) 

シャッターボタンを押し込まず、半分押 
した状態にしておくこと。シャッターボ 
タンを半押しすると、撮影状況に含わせ 
てピントと麗出を自動で調整する。 





ピント (27 ページ） 

被写体に巧する焦点のこと。本機はピン 
卜を自動調整する。撮影距離を手動でわ 
設定でをる。 

フオーマツト （46 ぺージ） 

r 初期化」とち言い、記歸メディアにデー 
夕を書を込めるよラにすること。フオー 
マットすると、記歸メディアに保存され 
ているデータはすべて消える。 

フオルダ (34 ページ） 

本機で撮影した画像をまとめて格納す 
る場所。目的別(イベント別） • 日付別に 
画像を分類するとをに便利。 

プレシジョンデジタルズーム (42 ペー 
ジ） 

ズーム倍率を優先したデジタルズーム。 
画像をデジタル処理することにより、画 
像サイズの設定に関係な<常に最大で 
光学ズーム倍率の2倍のズームが可能。 
画像サイズ、ズームポジションによって 
は、スマートズームより画質び劣化する 
ことびあるげ、一般的なデジタルズーム 
に比べて劣化のかない画質び得られる。 

ホワイトバランス (29 ページ） 

光源に合わせて色を調整する機能。被写 
体の見た目の色は光の状況に影響され 
る。例えば、電球の下で撮影すると白い 
被写体び赤っぽく写る。ホワイトバラン 
スを設定すると、自然な色合いで撮影で 
をる。 

"メモリースティック" （88 ベージ） 

"；>< モリースティック"は小さくて軽 
いに記録メディア。 


有効画素数 (93 ページ） 

CCD び光から電気信号に変換でさる画 
素数。有効画素数から画像処理をしたち 
のび記歸画素数になる。 

露出 (9 ページ） 

絞りと シャッ ター ス ピードの値により 
決まる光量。 

AE (28 ぺージ） 

「Auto Exposure 」 の略で、被写体の明 
るさをカメラび判断して、自動で露出を 
決める機能。 

AF に7ぺージ） 

「Auto Focus 」 の略で、カメラび自動で 
ピントを合わせる機能。 

CCD(93 ぺージ） 

「Charge Coupled Device 」 の略で、 

光を電気信号に変換する半導体の一種。 

DCF 口べージ） 

「Design rule for Camera File 
system 」 の略で、（社)電子情報技術産業 
協を ( JEITA ) で制定された統一規格。 

DF>0F(71 ベ-ジ） I 

「Digital Print Order Format 」 の略。 ミ 

r ディーポフ」と読み、プリント予約した 他 

い写真を"メモリースティック"上に 
指定でをる。 

EV (26 ベージ） 

「Exposure Value 」 の略で、露光量を表 
す単位。 
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用語の解説(つヴを) 


Exif(93 ぺージ） 

(社)電子情報技術産業協尝 ( JEITA ) び制 
定した撮影情報などの付帯情報を追加 
でをる静止画像用のファイルフオー 
マット。 

旧 0(30 ページ） 

r イソ」と読み、力;>< ラフィルムの光に巧 
する感応度で、 ISO 単位で表す。数値び 
大をいほど高感度に撮影でをる。 

JPEG (59 ページ） 

r ジェイペグ」と読み、インターネットで 
扱ラ化表的なカラーの静止画を圧綱す 
る形式。本機では、通常の静止画撮影時、 
JPEG 形式で画像を保存する。 


PTP(49 ぺージ） 

「Picture Transfer Protocol 」 の略。パ 
ソコンに画像データを簡単にコピーで 
をる接続方法。 

USB ほ2、63ぺージ） 

「Universal Serial 臣 us 」 の略。キーボ ー 
ドやマウスなどのパソコンの周辺機器 
を接続するための規格。 

VGA 別冊 r はじめに J 手順 4) 

「Video Graphics Array 」 の略。目40 
X 480の画像サイズのこと。 


MPEG (59 ぺージ） 

r エムペグ」と読み、カラー動画像の圧縮 
ち式の1つ。品費の良い画像や高い圧縮 
形式び得られる。本機では、動画撮影時、 
MPEG 形式で画像を保存する。 

0S (52、63ぺージ） 

「Operating System 」 の略。コンピュー 
夕一全体を管理し、 コンピューターを操 
作するのに必要な基本ソフトウエアの 
こと。 


PictB 「 idge (67 ベージ） 

r ピクトプリツジ」と読み、カメラ映像機 
器工業芸 ( CIPA ) で制定された統一規格。 
円 ctBridge 対応のプリンターと本機を 
接続して、画像ファイルをプ U ントでを 
る。 
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Q > 索引 


ァ巧 

アイコン . 画面表示へ 

アイコン拡大 ....45 

赤目軽減........... . 43 

圧縮率 . 11 

アフターサービス .........95 

-覧(インデックス)表お 
^别冊「はじめに」手順6 

色 . 10 

印刷 . .......プリントへ 

インスI -- ル…. 53, 61,64 

インターバル . 32 

インデックス表示 

一則細/7まじめに7ま順6 
インデックスプ U ント...目7 
インフォ U チウム 

バッテリー .......90 

打ち上げ花火モード 

一知撒厂なじめに7ま/《导5 

液晶画面 . 画面へ 

オー ト撮該 

別冊「はじめに」手順5 


力行 

~-别禍 n まじめに J 手順1 


回転....... . 38 

拡大再生 

一抑邸厂なじめに y 手I导6 

お張子 ... 59, 60 

各部のなまえ . 12 

画質 . 11,3日 

カスタマー登録.......裏表祇 

画素.... . 11 

画儘サイズ . 11 

一抑邸厂なじめに7手I导4 
画像ファイルの保を先と 

ファイル名 . 59 

画儘をパソコンに 

取り込む . 53 

カメラ1.. .. 42 

カメラ2 . 45 

画面 

明るさ ... 48 

画面表お . 14 


結露 . 91 

光学ズーム ....... ……......42 

高速シャッターモード 
^别冊「はじめに^手顚5 
誤消ま防止スイッチ..... .88 

困ったと去は ......74 

コントラスト . 33 

コンピューター 

. パソコンへ 

サ行 

再生 . 見るへ 

再生時に使ラメニュー.. .34 
再生/編集 ..... ...............21 

彩度 . 32 

削除 

一則规厂なじめに7ま艇6 

撮影 . .........撮るへ 

撮 f ミ時に使ラメニュー.. .25 

撮影モード ......30 

サポート . 裏表祇 

シーンセレクション ...... 25 


オートパワーオフ機能 

別冊「はじめに」手順2 


オー トフ オー カス ...........8 

才ートレビユー . 44 

お手入れ . 91 

お店でプリント ....71 

主な仕様 . 93 

立屋 

曰ま 


^別冊「はじめに」手順6 


表示切り換え . 18 

キャンドルモード 

一筑/栅厂なじめに7ま/《导5 
強制発光 

一抑邸厂なじめに7ま/《导5 

記録可能枚数/時間 . 19 

記録フォルダ作成 . 46 

記録フォルダ蜜要 . 47 

近接撮該......マク□撮影へ 

クイックレビュー 

一 筑/栅厂なじめに7 ま/《导 5 

堂光灯 . 29 

警告表示. .......85 


^別冊「はじめに」手順5 


自己診断表お ....85 

視差(パラックス） . 79 

絞り . 9, 22 

シャッタースピード 

...........................9, 22 

シャープネス . 33 

^别冊「はじめに」手順1 
使用上のご注意 ......91 


初期化 ...... フォーマットへ 
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索引(つヴを) 


シングル AF. 42 

シングルプリント . 67 

ズーム 

別冊「はじめに」手順5 
スタンダード . 30 

スノーモード 

^别冊「はじめに」手順5 

スポット AF. 27 

スポット測光 . 28 

スポット測光照準 . 28 

スマートズーム . 42 

スライドシヨー . 36 

ス□ーシンク □ 

^別冊「はじめに手順5 

静止画オート撮影 . 21 

設定1 . 48 

設定2 . 49 

セットアップ.…33,40,41 

カメラ1 . 42 

カメラ2 . 45 

設定1 . 48 

設定2 . 49 

メモ IJ ースティック 

ツール . 46 

セピア . 32 

セルフタイマー 

別冊「はじめに」手順5 

操作音 . 48 

測光モード . 28 

ソフトウエア . 61 

ソフトスナップモード 


^別冊「はじめに」手順5 


夕行 

太陽光 . 29 

ダイレクトプリント ...... 67 

中央重点 AF. 27 

中央重点測光 . 28 

つなぐ 

テレビ . 73 

パソコン . 55 

プリンター . 68 

デジタルズーム . 42 

手ぶれ . 8 

テレビ . 73 

電球 . 29 

電源コード 


^別冊「はじめに」手順1 

電モ式電圧器 

^別冊「はじめに」手順1 

電池 . バッテリーへ 

問い合わせ . 裏表紙 

動画撮影 . 21 

時計合わせ 

別冊「はじめに」手順2 

時計設定 . 50 

撮る 

静止画 

^別冊「はじめに」手順5 

動画 

^別冊「はじめに」手順5 


雲大 . 

ナ巧 

内蔵充電式電池 . 92 

曰時分 . 43 

年月日 . 43 


八巧 

パソコン . 51 

Macintosh. 63 

Windows. 51 

画像を取り込む...己3, 63 
推奨環境 . 52, 63 

ソフトウエア . 61 

パソコン内の画像を本機 

で見る . 60 

バッテ U- 

入れる/取り出す 


^別冊「はじめに」手順1 
鶏量確認 

一剣®厂なじめに y 手/候7 
充電ずる 

^別冊「はじめに」手順1 

使用時間 . 20 

早送り/卷を戻し 

^別冊「はじめに」手順6 

パララックス . 79 

半巧し . 8 

^別冊「はじめに」手順5 

ビーチモード 

別冊「はじめに」手順5 
ピクチャーエフェクト…32 
ピクチャーパッケージ 

.... Picture Package へ 
ピクトプリッジ 

.Pic 旧 ridge へ 

ヒストグラム . 18, 26 

日付/時刻 . 43 

ビデオ CD. 61,64 

ビデオ信号出力 . 49 

ピント . 8, 27, 28 

ファイルナンバー . 49 
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ファイルの保存先 . 59 

ファィルる . 59 

フアイン . 30 

風景 f — ド 

一別 m 「 はじめに j 手順5 

フオーカス . 27 

フオーカスプリセット ...27 

フオーマット . 46 

フオルダ . 34 

作成 . 46 

変更 . 47 

付属品 

另リ拙「はじめに」 

フラッシュ . 29 

フラッシュモード 

^别冊「はじめに]手順5 

フラッシュレベル . 32 

プリント . 66 

プリント予約マーク ...... 71 

プレシジョンデジタル 

ズーム . 42 

プ□グラムオート撮影.. .21 

プ□テクト . 35 

分割 . 38 

変換プラグアダプター 
^别冊^まじめに J 手顚1 

な罰書 . 95 

ホワイトバランス . 29 


マ行 

マク□撮影 

^别冊「はじめに]手顚5 

マッキントッシュ 

. Macintosh へ 


マニュアル露出 . 22 

マルチ AF . 27 


マルチ端子専用 

ケープル ...... 55, 68,73 


マルチパターン測光 ...... 28 

マルチポイント AF . 27 

マルチ連写 . 30 

見る 

静止画 


別冊「はじめに」手順6 

動画 

一筑/砸厂なじめに7ま艇6 


メニュー . 23 

再生時に使ラ 
メニュー . 34 

撮影時に使ラ 
メニュー . 25 

メニュー項目一覧 ...... 24 

メモ IJ ースティック 

ッール . 46 

メモ IJ ースティック ...... 88 

入れる/取り出す 


別冊「はじめに」手順3 
記録可能枚数/時間... .19 
誤消去防止スイッチ.. .88 

フオーマット . 46 

持ちかた 

一則师厂なじめに7ま艇5 

モニタリング . 42 

モノ I ン . 32 

ヤ行 

夜景 S 人物モード 

別冊「はじめに」手順5 

夜景モード 

一則师厂なじめに7ま艇5 


有効画素数 . 93 

用語の解説 . 96 


ラ行 

リサイズ . 37 

U ストストラップ 

别冊「はじめに j 

U セット . 74 

連写 . 30 

露出 . 9, 22 

露出アンダー . 9 

露出オーバー . 9 

露出補正 . 26 

ヮ行 

ワンプッシュ . 29 


アルファベット順 

AC アダプター 

別冊「はじめに」手順1 

AE/AF □ック表示 

^别冊「はじめに]手顧5 


AF イルミネーター . 44 

AF 測距枠 . 27 

AF 測距枠表示 . 27 

AF モード . 42 

AF □ック . 28 

CD-ROM . 53, 64 

DC IN 端子 

^别冊「はじめに_1手順1 

DirectX . 52,61 

DPOF . 71 

EV 補正 .26 

FINE .30 

F 値 .9 

ImageMixer VCD 2 

.61,64 

InfoLITHIUM 

バッテリー .90 
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ISO. 9,10, 30 

JPEG. 59 

LCD バックライト . 48 

Macintosh. 63 

推奨環境 . 63 

M AF. 42 

Mode. 30 

MPEG. 59 

NR ス□—シヤッター 

. 15, 22 

NTSC. 49 

OS. 52, 63 

PAL. 49 

PFX.32 

Piet 巨 ridge.67 

PicturePackage.61 

PTP.49 

P. エフェクト .32 

S AF.42 

SCN.25 

STD.30 

USB 接続 .49 

USB ドライバ .53 

VGA 

別冊「はじめに」手順 4 

WB.29 

Windows パソコン .51 

推奨環境 . 52 
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商標について 

• Cyber-shot はソニー株式会社の商標で 
す。 

• "Memory Stick ’ 、"メモ U — スティッ 
ク " "Memory Stick PRO " 、 

"；><モ|」ースティック PRO " 、 

Memory Stick PRO. "Memory stick 

Duo " 、"メモ iJ - スティックデュオ’’、 

Memory Stick Duo 、 "Memory stick 
PRO Duo " 、スティック PRO 
デュオ Memory Stick PRO Du 日、 
" MagicGate " 、"マジックゲート"お 

よび Mzvg に Gzvte はソニー株式 
会社の商標です。 

• "InfoLITHIUM (インフオリチウム）"は 
ソニー株式尝社の商標です。 

• PicturePackage はソニー株式尝社の商標 
です。 

• Microsoft 、 Windows、Windows Media 、 
DirectX は、米国 Microsoft Corporation 
の米国およびその他の国における登録商標 
です。 

• Macintosh、Mac OS 、 QuickTime 、 
iMac 、 iBook 、 Power 巨 00 k、Power Mac 、 
eMac は Apple Computer , Inc . の登録商 
標または商標です。 

• Macromedia および円 ash は 
Macromedia Inc . の米国およびその他の 
国における商標または登録商標です。 

• Intel 、 MMX 、 Pentium は Intel 
Corporation の登録商標または商標です。 

• その他、本書に記載されているシステム名、 
製品名は、一般に各開発メーカーの登録商 
標あるいは商標です。なお、本文中には™、 
©マークは明記していません。 



■因つたとをは(ヴポートのご案内) 


f ホー ムぺージで調べる 

サイパ’ー シヨッ トの最新サポート情報(製品に関する Q & A 、 パソコンとの接続 
方法など)はこちらのホームページから 

http://www.sony.co.jp/cyber-shot/support/ 

サイパーシヨットオフィシャル WE 巳サイト 

http://www.sony.co.jp/cyber-shot/ 

サイバーシヨットの最新情報、撮影テクニック、アクセヴ U —などに関する情報 
を掲載しています。巧語の取扱説明書のダウン□ー ドをできます。 

(Enalish manual download service is available.) 

付属ソフトウエア （Picture Package ) のヴポート情報 
http://www.ppackage.com/ 




電話で問い合わせる (おかけ間違いにごを意ください。) 



テクニカルインフオメーシヨンセンター 

覇舌： 0564-62-4979 

受付時間：月〜金曜曰午前9時〜午後5時(年モ、年始、祝曰を除く） 
お問い合わせの際は、本機をお手元にご用意ください。 


一 PicturePackage に関するお問い含わせ窓 □ 

Picture Package ,, ピク セラユーザーヴポートセンター 

- SIS ： 06-6633-3900 

受付時間：月〜曰曜曰午前9時〜午後5時(年末、年始、ネ兄曰を除 <) 



指定宅配便での修理品のお引取り、修理後の製品のお届けまでを一括して行 
し、ます。テクニカルインフォ六ーシヨンセンターへお電話いただくか、 

WE 目サイトをご覧ください。 

http://www.sony.co.jp/cli-repair/ 




■カスタマー登録のご案内 

カスタマー登録していただくと、巧む•便利な各種サポートび受けられます。 
詳しくは、同捆のチラシ r カスタマー登録のご案内」もしくはご登録 WE 目サイ 
卜をご覧ください。 

http://www.sony.co.jp/di-regi/ 


ソニー株式会社干141-0001まま都品川区化品川 6-7-35 http :// www . sonv . co . jp / 


この説明書は100%ち紙再生紙と V 0 C (揮発性 
有機化合物）ゼ□植物油型インキを使巧しています。 

Printed in Japan 
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